157 


NEC Express 5800 シ U ■ズ 
Express 5800 /T110c 


八ードウエア編 

本装置のハードウエアについて説明します。 



各部の名称と機能（158ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （174 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続について説明していま 
す。 


基本的な操作 （182 ページ） 

電源の〇 N や〇 FF の方法、および CD - ROM のセツト方法などについて説明して 
います。 


内蔵オプションの取り付け （193 ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

ケーブル接続 （260 ページ） 

本体内部のケーブル接続例を示します。背面にあるコネクタへのケーブル接続 
については「設置と接続」を参照してください。 

システム BIOS のセットアップ （ SETUP ) (265 ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法について説明しています。 

■ J セットとクリア （295 ページ） 

リセットする方法と内部メモリ （ CMOS ) のクリア方法について説明していま 
す0 


RAID システムのコンフィグレーション （299 ページ） 

本装置内蔵のハードディスクドライブを RAID システムとして運用するための 
方法について説明しています。 


ONL-510 014 05-T110C-000-02-1009 
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各部の名称と機能 

本体の各部の名称を次に示します。 


本体前面 


くフロントべゼルを閉じた状態> 


( 1 ) 


0 


⑳ 


■ (4) 


■⑻ 


<Hotswap 2.5 型ディスクケージ搭載時> 


( 2 ) 

(3) 


⑼ 


増設スロット1 増設スロット2 
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<3.5 型 Fixed ディスクケージ搭載時〉 


( 2 ) 

(3) 

⑼ 


増設 スロット1 増設 スロット2 



く Hotswap 3.5 型ディスクケージ搭載時〉 


増設 スロット1 増設 スロット2 



⑻ 
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(1) フロントマスク 

装置前面を保護するカバー199ページ)。 

(2) 5.25型デバイスベイ 

幅が 5.25 インチあるオプションのバックアップ 
テープドライブや M 0 ドライブなどを取り付ける 
場所（—244ページ)。光ディスクドライブや内 
蔵 AIT ( IDE ) を取り付ける場合は、一番下のベイに 
実装する。 

(3) 光ディスクドライブ 

モデルや購入時のオーダによって、以下のドライ 
プが搭載される。 

• DVD - ROM ドライブ 

• DVD SuperMULTI ドライブ 

セットしたディスクのデータの読み出し（または 
書き込み）を行う187ページ)。 

ドライブには、トレーをイジェクトするための卜 
レーイジェクトボタン、ディスクへのアクセス状 
態を表示するアクセスランプ（アクセス中は点 
灯）、トレーを強制的にイジェクトさせるための 
強制イジェクトホールが装備されている。 

(4) POWER / SLEEP スイッチ 

本体の電源を〇 N /0 FF するスイッチ。一度押すと 
緑色に点灯し、 0 N の状態になる。もう一度押す 
と〇 FF の状態になる （—182 ページ)。 

〇 S の設定により省電力（スリープ）の切り替え 
をする機能を持たせることもできる。設定後、一 
度押すと、緑色に点滅し、省電カモードになる。 
もう一度押すと、通常の状態になる（搭載されて 
いるオプションボードによっては、機能しないも 
のもある）。 


(5) RESET スイッチ 

(6) DUMP ( NMI ) スイッチ（保守用） 

メモリダンプを実行する（—406ページ)。 

(7) US 巳コネクタ 

USB インタフェースを持つ装置と接続する。 

(8) スタビライザ 

装置を安定させるための足。装置を寝かせる場合 
は閉じることができる（—196ページ)。 

(9) 八ードディスクドライブベイ 

ハードディスクドライブを取り付ける場所 
201ぺージ)〇 
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本体背面 


<非冗長電源搭載時> 


(5) (4) (1) 
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<冗長電源搭載時> 
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(1) 電源コネクタ 

添付の電源コードを接続する（—176ページ)。 

(2) 固定ネジ （2 個） 

左側のサイドカバーを取り外すときに外すネジ 
(一196ぺージ)〇 

(3) 筐体□ック 

盗難防止用器具を取り付けることで装置内部の部 
品の盗難を防止することができる。 



(4) マウスコネクタ 

添付のマウスを接続する（—176ページ)。 

(5) キーポー ドコネクタ 

添付のキーボードを接続する（->176ページ)。 

(6) シリアルポートコネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(—176 ページ)。なお、本体標準のシリアルポー 
卜は専用線接続は不可です。 

(7) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置と接続する176ページ)。 


(8) 1000/100/10ランプ 

LAN ポートの転送速度を示すランプ（—171ペー 
ジ)。 

(9) 100/10ランプ 

マネージメント専用 LAN ポートの転送速度を示す 
ランプト171ページ)。 

(10) LINK/ACT ランプ 

LAN ポートのアクセス状態を示すランプ （#170 
ページ)。 

(11) LAN コネクタ（末尾の数字はポート番号を 
示す） 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1 000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T 対応の 
コネクタ（—176ページ)。 

(12) USB コネクタ 

USB インタフェースを持つ装置と接続する 
176ぺージ) 0 

対応するソフトウェア（ドライバ）が必要です。 

(13) マネージ メン ト専用 LAN ポート 

システムの LAN としては使用できません。 

1〇 0BASE-TX/ 1 0BASE-T と接続するコネクタ 
い176ぺージ)〇 

(14) AC POWER ステータス ランプ 

POWER の状態を示すランプ。正常に動作してい 
る間は緑色に点灯する。異常が起きるとアンバー 
色に点灯または点滅する （—171 ページ)。 

(15) AC POWER ランプ 

本体装置の電源を ON (DC 電源を本体に供給）す 
ると、緑色に点灯する171ページ)。 
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本体内部 


(1) (2) (4) (5) (6) 



(3)-2 (3)-1 

(9) 


(6) 光ディスクドライブ 

• DVD-ROM ドライプ（標準） 

(7) 5.25型デバイスベイ（下のス□ットに光 
ディスクドライブを標準装備） 

(8) 八ードディスクドライブベイ 

(9) PCI ガイドレール 


(1) 電源ユニツト 

(2) マザーポード 

(3) 冷却フアン 

(3)-1 フロント フアン 
(3)-2 冗長ファン 
(3)-3 リアファン 

(4) メモリ （ DIMM ) 

(5) CPU ヒートシンク 
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マザーポー 



(1) 電源コネクタ 

(1)-1 電源コネクタ （8 ピン） 

(1)-2 電源コネクタ （24 ピン） 

(1)-3 電源コネクタ （5 ピン） 

(2) プ□セッサソケット （CPU ソケット） 

(3) D 旧 M ソケット （DIMM 番号は上から#2、 
#4、#6、#1、#3、 #5) 

(4) 冷却ファンコネクタ 

(4)-1 CPU ヒートシンクファン用 
もしくは冗長ファン用 
(4)-2 リアファン用 
(4)-3 フロントファン用 
(4)-4 未使用 

(5) リチウムバッテリ 

(6) 冗長ファン切り替えジャンパ 

(7) パスワードクリアジャンパ（設定について 
は296ページ参照。 

(8) RA 旧切り替えジャンパ（設定については 
213ページ参照。) 

(9) 冗長電源切り替えジャンパ 

(10) スピーカ 

(11) SGPI0 コネクタ 

(12) Mini-SAS コネクタ 


(13) SATA コネクタ 

(13)-1 内蔵光ディスクドライブ用 
(13)-2 オプション内蔵デバイス用 

(14) CMOS クリアジャンパ（設定については 
296ページ参照。 

(15) グローバル LED コネクタ 

(16) USB コネクタ 

(16)-1 フロント USB ポート用 
(16)-2 オプション内蔵デバイス用 

( 1 7) スイッチ/ LED ケーブル用コネクタ 

( 1 8) シリアルポート A コネクタ 

(19) PCI ポードス□ット（ポート番号は上から 
1、2、3、4、 5) 

(19)-1 PCIe 2 x 8 

(19)-2 PCIe 2 x 1(ただしコネクタは x 4) 

(19)-3 PCIe 2 x 16( x 1 6力ードをのせた場合 
(19)- 1 x 8 ス□ット利用不可） 

(19)-4 PCIe 2 x 4( ただしコネクタは x 8) 
(19)-5 PCI 32- bit /33 MHz 

(20) 外部接続コネクタ 
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ランプ表示 


本体のランプの表示とその意味は次のとおりです。 

<3.5 型 Fixed ディスクケージ搭載時〉 



本体前面 
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<Hotswap 2.5 型ディスクケージ搭載時> 



本体前面 
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<Hotswap 3.5 型ディスクケージ搭載時> 



本体前面 


<非冗長電源搭載時> 



本体背面 
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POWER/SLEEP ランプ （f ) 

本体の電源が〇 N の間、緑色に点灯します。またシステムが省電カモードに切り替わるとラン 
プが緑色に点滅します。省電カモードは本体の POWER / SLEEP スイッチを押すと起動します。 
また、〇 S によっては一定時間以上、操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設 
定したり、〇 S のコマンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます（オプシヨ 
ンボードによっては機能しないものもあります）。 P 〇 WER / SLEEP スイッチを押すと元に戻り 
ます。 

STATUS ランプ (A) 

ハードウェアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯します （ STATUS ラン 
プは背面にもあります）。 STATUS ランプが消灯しているときや、アンバー色に点灯/点滅し 
ているときはハードウェアになんらかの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 



• ESMPRO をインスI-ールしておくとエラーログを参照することで故障 
の原因を確認することができます。 

• しヽつたん電源を OFF にして再起動するときに、 0S からシャットダウン 
処理ができる場合はシャットダウン処理をして再起動してください。 
シャットダウン処理ができない場合はリセット、強制電源 OFF をするか 
(295 ページ)、一度電源コードを抜き差しして再起動させてください。 


STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリか CPU のいずれかが縮退した 
状態で動作しています。 

BIOS セットアップユーテイリテイ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデ 
バイスを確認後、早急に交換するこ 
とをお勧めします。 

メモリ修復可能エラーが多発してい 
ます。 

消灯 

電源が OFF になっている。 

— 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくすると緑色に点灯 
します。 

CPU 内部エラーが発生した。 （ IERR ) 

いったん電源を〇 FF にして、電源を 
ON にし直してください。 POST の画 
面で何らかのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常を検出した。 

ウォッチドック'タイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 

アンバー色に点灯 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 

すべての電源ユニットが故障した。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

アンバー色に点滅 

冗長構成の電源でどちらが一方の電 
源ユニットに AC 電源が供給されてい 
ないか、どちらか一方の電源ユニッ 
卜の故障を検出した。 

電源コードを接続して、電源を供給 
してください。電源ユニットが故障 
している場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 


ファンアラームを検出した。 

ファンユニットが確実に接続されて 
いるか確認してください。それでも 
表示がかわらない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡してください。 


温度警告を検出した。 

内部ファンにホコリやチリが付着し 
ていないかどうが確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さし、。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧警告を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 


いずれかのハードディスクドライブ 
の故障を検出した。 

(オプシヨンの増設用 HDD ケージと 
RAID コントローラを実装した場合） 

い0 


DISK アクセスランプ （ i) 

DISK アクセスランプは本体内部のハードディスクドライブにアクセスしているときに緑色に 
点灯します。光ディスクドライブのアクセスランプは、セツトされている媒体にアクセスして 
いるときに点灯します。 

DISK アクセスランプがアンバー色に点灯している場合は、ハードディスクドライブに障害が 
起きたことを示します（オプシヨンの増設用 HDD ケージと RAID コントローラを実装した場 
合）。故障したハードディスクドライブの状態はそれぞれのハードディスクドライブにあるラ 
ンプで確認できます。 

LAN アクセスランプ ⑴ （▲) / (2) ( 真 ）/ ( 海里用）（蟲） 

送受信中に緑色に点滅します。 

LINK/ACT ランプ 

本体標準装備のネツトワークポートの状態を表示します。本体とハブに電力が供給されてい 
て、かつ正常に接続されている間、点灯します （ LINK )。 ネツトワークポートが送受信を行っ 
ているときに点滅します （ ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネツトワークケーブルの状態やケーブルの接続 
状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネツトワーク ( LAN ) コント 
□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡 
してください。 
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1000/100/10ランプ 

標準装備の LAN ポートは、1〇〇〇 BASE-T (IGbps) ch 100BASE-TX (100Mbps)、10BASE- 
T (10Mbps) をサポートしています。 


このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフェースで動作さ 
れているかを示します。橙色に点灯しているときは、1000 BASE-T で動作していることを、緑 
色に点灯しているときは100 BASE-TX で動作していることを示します。消灯しているときは、 
1 0BASE-T で動作していることを示します。 

100/10ランプ 

マネージメント用 LAN ポートは、 100BASE-TX (100Mbps )、 10 BASE-T (10 Mbps ) をサ 
ポートしています。 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフェースで動作さ 
れているかを示します。緑色に点灯しているときは 100BASE-TX で動作していることを示し 
ます。消灯しているときは、 10BASE-T で動作していることを示します。 

AC POWER ステータスランプ（冗長鼋源のみ） 

背面にある電源ユニットには AC POWER ステータスランプがあります。本体装置が正常に動 
作している場合に緑色に点灯します。本ステータスランプが点灯しない、またはアンバー色に 
点灯または点滅する場合は、電源ユニットの故障が考えられます。保守サービス会社に連絡し 
て電源ユニットの交換を実施してください。 

AC POWER ランプ（冗長鼋源のみ） 

背面にある電源ユニットには AC POWER ランプがあります。 AC インレットに電源コードを接 
続し、本体装置の電源を ON (DC 電源を本体に供給）すると、ランプが緑色に点灯します。 
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DISK ランプ 

Hotswap 3.5 型モデルの場合、標準搭載の 3.5 型 HDD ケージに SAS/SATA ホットプラグに対応 
した専用のハードディスクドライブを4台取り付けることができます。 

また、 Hotswap 2.5 型モデルの場合、標準搭載の 2.5 型 HDD ケージに SAS/SATA ホットプラグ 
に対応した専用のハードディスクドライブを8台取り付けることができます。 

搭載するハードディスクドライブにはランプが1つ付いています。その表示と機能は次のとお 
りです。 

<3.5 型ディスク> 



<2.5 型ディスク> 



• 緑色に点灯 • 点滅 

ハードディスクドライブに電源が供給されていることを示します。点滅でディスクへの 
アクセスが行われていることを示します。 

• アンバー色に点灯 

ハードディスクドライブが故障していることを示します（オプションの RAID コント□一 
ラを実装した場合)。 



RAID システムで論理ドライブ （ RAID 1、 RAID 5、 RAID 6、 RAID 10、 RAID 50) 
を構成している場合は、1台 （ RAID 6 は2台）のハードディスクドライブが故障 
しても運用を続けることができます。しかし、早急にハードディスクドライブ 
を交換して、再構築（リビルド）を行うことをお勧めします（ハードディスク 
ドライブの交換はホットスワップで行えます）。 
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• 緑色とアンバー色で点滅 

ハードディスクドライブの再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあり 
ません）。 RAID システム構成で、故障したハードディスクドライブを交換すると自動的 
にデータのリビルドを行います（オートリビルド機能）。 

リビルドを終了するとランプは緑色に点灯します。リビルドに失敗するとランプがアン 
バー色に点灯します。 


リビルド中に本体の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動し 
てからハードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビルド 
をやり直してください。ただし、オートリビルド機能を使用するときは次の注 
意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にするとオートリ 
ビルドは起動しません)。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は90秒以上あけて 
ください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブが存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 
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設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 

などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 


明をご覧ください。 

• 一人で持ち上げない 

• 指定以外の場所に設置 • 保管しない 


本体の設置にふさわしい場所は次のとおりです。 

本体をしっかりと持ち、ゆっくりと静かに設置場所に置いてください。 



""〇 設置の際は必ずスタビライザーを開いてご使用ください。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本体を設 
置すると、誤動作の原因となります。 




腐食性ガスの発生する場所（大気 
中に硫黄の蒸気が発生する環境下 
など）、薬品類の近<や薬品類がか 
かるおそれのある場所。_ 




本装置の電源コードを他の接地 
線（特に大電力を消費する装置 
など）と共用しているコンセン 
卜に接続しなければならない場 
所。 



強い磁界を発生させるもの（テ 
レビ、ラジオ、放送/通信用アン 
テナ、送電線、電磁クレーンな 
ど）の近く。 


電源ノイズ（商用電源をリレー 
などで〇 N / OFF する場合の接点 
スパークなど）を発生する装置 
の近くには設置しないでくださ 
い。（電源ノイズを発生する装置 
の近くに設置するときは電源配 
線の分離やノイズフィルタの取 
り付けなどを保守サービス会社 
に連絡して行ってください。） 
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本体と周辺装置を接続します。本体の背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが 
用意されています。次の図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示しま 
す。周辺装置を接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつ 
なげます。 



警告 


A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定以外のコンセントに差し込まない 

AA 

• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定以外の電源コードを使わない 


• 

電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをし 
ない 


• 

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 
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インタフエースケーブル 

インタフェースケーブルを接続してから電源コードを接続します。 



• 本体、および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してくださ 
し、。 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• サードパーティの周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場 
合は、お買い求めの販売店でそれらの装置を使用できることをあらかじ 
め確認してください。サードパーティの装置の中には使用できないもの 
もあります。 

• 必要に応じてケーブルストッパを取り付けてケーブルを固定してくださ 
し、。キーポード/マウスや PCI ス□ットに増設したポードに接続した 
ケーブル （ LAN ケーブルなど）の着脱を防止するため効果があります 
(ケーブルストッパは本体内部で固定されています)。 

• 添付のキーボード、マウスはコネクタ部分の「△」マークを右に向けて 
差し込んでください。 

• 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのポードを使用してくださ 
い0 

• 本体標準のシリアルポートは専用線接続はできません。 

• ここで説明していないコネクタは未使用コネクタです。何も接続しない 
でください。 




178 設置と接続 


<本体前面> 


<3.5 型 Fixed デイスクケージ搭載時〉 



く Hotswap 3.5 型ディスクケージ搭載時〉 



令— 

USB インタフェースを 
持つ装置（ターミナル 
アダプタなど） 



USB インタフ支 C スを 
持つ装置（ターミナル 
アダプタなど） 
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< Hotswap 2.5 型ディスクモデル（または 2.5 型ディスクケージ搭載時（オプション))〉 



ゃ — 1 

USB インタフェースを 
持つ装置（ターミナル 
アダプタなど） 


<本体背面> 

非冗長電源搭載時 
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<本体背面〉 
冗長電源搭載時 


最後に添付の電源コード 


















































































ノ、ー ドウエア編 181 


電源コード 

添付の電源コードを接続します（図は、非冗長電源搭載時の場合です）。 





• 本体の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の 
背面にある出カコンセントに接続します。 

詳しくは UPS に添付の説明書をご覧ください。 

• 本体の電源コードを接続した UPS によって、 UPS からの電源供給と本体 
の〇 N / OFF を連動 （ リンク）させるために BIOS の設定変更が必要となる場 
合があります。 

巳 I 〇 S セットアップユーティリティの 「 Server 」 _ 「 AC - LINK 」 を選択 
し、適切なパラメータ値に変更してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER/SLEEP スイッチを押すと〇 N の状態になります。 
次の順序で電源を〇 N にします。 


電源を OFF にした後、再度電源を ON にする時には、10秒ほど経ってから電源 
を on にしてください。 


1. フロッピーディスクドライブにフロッピーディスクをセットしていないことを確認 
する。 

2. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を 0 N にする。 


^ 無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
は、電源制御装置の電源が 0 N になっていることを確認してください。 


3. 本体前面にある P 0 WER/SLEEP 
スイッチを押す。 

本体前面および背面の POWER/ 
SLEEP ランプが緑色に点灯し、し 
ばらくするとディスプレイ装置の 
画面には 「NEC」 ロゴが表示され 
ます。 


「NEC」 ロゴを表示している間、自 
己診断プ□グラム ( POST ) を実 
行してハードウェアの診断をしま 
す。詳しくはこの後の 「POST の 
チェック」をご覧ください。 POST 
を完了すると〇 S が起動します。口 
グオン画面でユーザー名とパス 
ワードを入力すれば使用できる状 
態になります。 



^ POST 中に異常が見つかると POST を中断し、 エラー メッセージを表示します。 
366ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です 0 
POST は本体の電源を〇 N にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

出荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ装 
置には 「 NEC 」 ロゴが表示されます。 （< Esc > キーを押すと、 

POST の実行内容が表示されます。） 

POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源〇 N から〇 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 


MCECC 


m 


• POST の実行中に電源を OFF にしないでください。 

• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 
てください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取 
り付けたオプションのポードの BIOS が要求しているためのものです。 
オプションのマニュアルにある説明を確認してから何かキーを押してく 
ださい。 

• オプションの PCI ポードの取り付け/取り外しをしてから電源を ON にす 
ると、 POST の実行中に取り付けたポードの構成に誤りがあることを示 
すメッセージを表示して POST をいったん停止することがあります。 

この場合は < F 1> キーを押して POST を継続させてください。ポードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーティリティを使って設 
定できます。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。 

ディスプレイ装置の画面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしてい 
るメッセージが表示され ます。 本体に搭載されているメモリの量によっては、メモ 
リチェックが完了するまでに数分かかる場合 もあります。 同様に再起動（リブート) 
した場合など、画面に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合が あります。 

2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。 

これらは搭載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したこと 
を知らせるメッセージです。 
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3. しばらくすると、マザーポードにある BIOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F12> to Network 

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に <F2> キーを押します。 
設定方法やパラメータの機能については、265ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 

4. オンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) をジャンパに 
て有効にしている場合は、次のメッセージが表示されます。ジャンパの設定は 
305ページを参照してください。 

Press <C t r L> <M> to Run LSI Software RAID Configuration 
Utility. 

ここでく Ct「l> + <M> キーを押すとハードディスクドライブで RAID システムを構築 
するためのユーティリティが起動します。 

5. 続いて本体にオプシヨンポードなどの専用の BIOS を持ったコント□—ラを搭載し 
ている場合は、 BIOS セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示 
されます（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動的に続けます)。 

く例： SCSI BIOS セットアップユーティリティの場合〉 

Press <C t r L > <A> for SASSe Lect(TM) Utility! 

ここで <Ct「l> キーと <A> キーを押すとユーティリティが起動します。各機器の設定値 
やユーティリティの詳細についてはボードに添付の説明書を参照してください。 

6. オプシヨンポードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 

7. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 
POST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動でき 
なくなります。この場合は、本体の電源を〇 FF にしてから、約10秒ほど時間をあけ 
て〇 N にしてください。 


0S をインスI-ールするまではパスワードを設定しないでくださし、。 


8 . 


POST を終了すると 0 S を起動します。 
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POST の エラー メ ッセージ 

POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま 
た、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッセージ 
とエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運用•保 
守編」を参照してください。 


""〇 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 
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電源の OFF 


次の順序で電源を〇 FR こします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添付 
の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してください。 


1. 0 S のシャツトダウンをする。 

2. POWER / SLEEP ランプが消灯したことを確認する。 

3. 周辺機器の電源を OFF にする。 



Windows Server のスタンバイ機能は使用できません。 Windows のシャツトダウ 
ンにてスタンバイを選択しないでください。 


省電カモードの起動 


ACPI モードに対応した〇 S を使用している場合、電力をほとんど使用しない状態(スタンバイ 
状態)にすることができます。 

〇 S のシャットタ'ウンメニューからスタンバイを選択するか、 POWER/SLEEP スイッチの設定 
を電源オフからスタンバイに変更した場合は POWER/SLEEP スイッチを押すとスタンバイ状 
態になります (POWER/SLEEP ランプが点滅します)。 

スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。 
POWER/SLEEP スイッチをもう一度押すとスタンバイ状態は解除されます。 




省電カモードへの移行、または省電カモードからの復帰方法については、 
Windows Server 2003の設定によって異なります。また、省電カモード中の動 
作レベルは 、 Windows Server 2003の設定に依存します。 


«"〇 省電カモードへの移行、または省電カモード中にシステムを変更しないでくだ 
さい。省電カモードから復帰する際に元の状態に復帰できない場合がありま 
す0 
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光ディスクドライブ 


本体前面に光ディスクドライブがあります。本体に1台装備されている光ディスクドライブに 
は以下のタイプがあります。 

• DVD-ROM ドライブ（標準） 

多様な光ディスクの読み取りを行うための装置です。 

• DVD Super MLLTI ドライブ（オプション） 

多様な光ディスクの読み取り、書き込みを行うための装置です。 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
A / <T>, などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 

V 明をご覧ください。 

• 光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


使用上の注意 

本装置を使用するときに注意していただきたいことを次に示します。これらの注意を無視して 
装置を使用した場合、本装置または資産（データやその他の装置）が破壊されるおそれがあり 
ますので必ず守ってください。 

ディスクのセツト/取り出し 

1. 本体の電源が ON ( POWER / SLEEP ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレーイジェクトポタンを押す。 

ト レーが 出てきます。 

3. ディスクの文字が印刷されている面を上に向けてトレーの上に静かに確実に置く。 

4. トレーイジェクトポタンを押すか、トレーの前面を軽く押す。 

トレーは自動的にドライブ内にセツトされます。 


ディスクのセツト後、ドライブの駆動音が大きく聞こえるときは、再度ディス 
クをセツトし直してください。 


ディスクの取り出しは、ディスクをセツトするときと同じようにトレーイジェクトボタンを押 
してトレーをイジェクトし、トレーから取り出します（アクセスランプが点灯しているとき 
は、ディスクにアクセスしていることを示します。この間、トレーイジェクトボタンは機能し 
ません）。 

〇 S によっては〇 S からトレーをイジェクトすることもできます。 

ディスクを取り出したらトレーを元に戻してください。 
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_"〇 フロントドアを閉じた状態でイジェクトさせると、トレーがドアに当たりイ 
ジェクトエラーとなります。ドアを開けた状態でイジェクトしてください。 


ディスクが取り出せない場合の手順 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクを取り出せない場合は、次の手順に従って取り出 
します。 

1 . POWER / SLEEP スイッチを押して本体の電源を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消 
灯）にする。 

2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
U ップを引き伸ばして代用でき 
る）を光ディスクドライブのフロ 
ントパネルにある強制イジェクト 
ホールに差し込んで、ト レー が出 
てくるまでゆっくりと押す。 



強制イジェクトホール 


強制イジェクトホールの位置はド 
ライブのタイプによって異なる場 
合があります。 


• つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクが取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 


3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

5. トレーを押して元に戻す。 


注意事項 

DVD-RAM を代表とする光ディスクは簡易バックアップメディアであり、重要なデータのバッ 
クアップにはより信頼性の高いテープ装置等をお勧めします。 

なお、本書に記載されている推奨ディスク以外を使用した場合、または推奨する設置環境以外 
で使用した場合、動作不正を起こす可能性があります。 


■記録データの補償について 

本製品を使用して光ディスクに記録されたデータの補償、および光ディスクの損失につきまし 
ては、弊社はいかなる責任も負いかねますので、ご了承ください。 















ハードウェア編 189 


■ディスクの取り扱いについて 

本製品にセットするディスクは次の点に注意して取り扱ってください。 

• CD/DVD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD/DVD」 などのディスク再生の保証は 
いたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください0 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーの上にていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込んだりしないで 
ください。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、各ディスク専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、ク 
リーナ、ベンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 

• 各製品のユーザーズガイド(本体装置含む)に記載されている推奨ディスク（ノンプリン 
タブルディスク）を使用してください。 

• ディスクは非常にデリケートなものであり、取扱いには十分に注意してください。ユー 
ザーズガイドを参考にして、定期的にクリーニングしてください。 


■ディスクへの書き込みについて 

• データ書き込み後、データコンペアを実施ください。 

• データを書き込む際はオペレータがその都度操作するようにしてください。（無人での 
データ書き込みはしないでください） 


■光ディスクドライブの取り扱いについて 

• トレーを引き出したまま放置しないでください。 

• ディスクを装着したまま放置しないでください。 

• 定期的にトレーをクリーニングしてください。ただし、スリムタイプについては、ク 
リーニングの際にレンズに触れないよラ注意してください。 

• 1ヶ月に1回、 EXPRESSBUILDER 等のディスクの読み込みが正常に行えるかどうかを 
確認してください。 



190 基本的な操作 


■本体装置の設置環境について 

次に示すような場所には置かないでください。 

• ほこりの多い場所 

• 給湯器のそばなど湿気の多い場所 

• 直射日光が当たる場所 

• 不安定な場所 


■書込み エラーに ついて 

本製品を使用してディスクにデータを書き込む場合に光ディスクドライブの特性上、使用する 
環境やディスクの特性などにより書き込みエラーが発生する場合があります。 

クリーニング後も書き込み エラー が発生するディスクは、交換してください。 


■ディスクに書き込みをする前に 

• 本製品を使用して、著作者の許可なしに、音楽 CD およびアプリケーションを複製する 
ことは個人的に利用するなどの場合を除き、法律により禁じられています。 

• DVD-R、DVD+R、CD-R は書き込みエラーを起こすとディスクの一部または全体が扱え 
なくなることがあります。書き込みエラーによるディスクの損失を防ぐため、以下につ 
いて注意してください。 

- アプリケーションソフトなどメモリを大量に消費するおそれのあるプログラムを終 
了する。 

- スクリーンセーパを停止する。 

- ウィルスチェッカーやシステムエージェンシなどディスクチェックを行うプログラ 
ムを終了する。 

- スケジューラや時計など書き込み中に起動するおそれのあるものは、起動しないよ 
ラにする。 

- パワーマネージメント設定における省電力設定を解除する。 

- 書き込み中にアプリケーシヨンを起動しない。 


■書き込み時間または読み込み時間の変動について 

本製品は、セットしたディスクの状態を検出し、最適な書き込み速度または読み込み速度に調 
整する機能を有しているためディスクの状態により書き込みまたは読み込みが完了するまで 
の時間が異なる場合があります。 
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Flash FDD 


Flash FDD はフロッピーディスクドライブと容量互換の装置です。 

Flash FDD は、本装置の USB コネクタへ1台のみ接続可能です。本装置にフロッピーディスク 
ドライブが接続されている場合は、必ず取り外してください。 


A 注意 


Flash FDD の紛失 • 盗難等には十分ご注意ください 

A 

Flash FDD の紛失 • 盗難 • 横領 • 詐取等により、第三者に個人情報が漏洩するおそ 
れがあります。個人情報が第三者に漏洩したために損害が生じた場合、弊社はその責 
任を負いかねますので予めご了承ください。 


• Flash FDD のライトプ□テクトスイッチは、本装置へ接続する前の状態 
が反映されます。そのため、本装置接続後にライトプ□テクトスイッチ 
を操作しても無効です。使用中にライトプ□テクトスイッチの状態を変 
更する必要がある場合は 、 Flash FDD を一旦、本装置から取り外し、ラ 
イトプロテクトスイッチ状態を変更してください。 

• 本装置への取り付け、取り外しの際に Flash FDD のライトプ□テクトス 
イッチを誤ってスライドさせない様に注意してください。 


注意事項 

Flash FDD は〇 S インストール時のデバイスドライバの読み込み用等の一時的な使用にとど 
め、データのバックアップ用として使用しないでください。 


記録データの補償について 

Flash FDD に記録されたデータの補償につきましては、弊社はいかなる責任も負いかねますの 
で、ご了承ください。 












192 基本的な操作 


Flash FDD の取り扱いについて 


• Flash FDD のアクセス LED が点滅しているときに本装置の電源を〇 FR こしないでくださ 
い0 

— 故障、およびデータの破損の原因となります。 

• Flash FDD は消耗品です0 

エラー が発生した Flash FDD は使い続けず、新しい Flash FDD を使用してください。 

• Flash FDD は USB ハブを経由しての接続は不可となります。 

本装置の USB コネクタへ直接接続してください。 

• Flash FDD に触れる前に、身近な金属（ドアノブやアルミサッシなど）に手を触れて、 
身体の静電気を取り除くようにしてください。 

• 分解しないでください0 

• 強い衝撃を与えないでください0 

• 直射日光や暖房器具の近くには置かないでください。 

• 飲食や喫煙をしながらの取り扱いは避けてください。また、シンナーやアルコールなど 
を付着させないように注意してください。 

• 本装置への取り付けは、ていねいに行ってください。 

• Flash FDD を本装置の USB コネクタに挿入したまま移動しないでください。 

Flash FDD の故障の原因となります。 

• Flash FDD の使用後は、本装置から取り外してください0 
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装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 


AQ 


内蔵オフシヨンの取り付け 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


• オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついてはその 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行 
わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは弊社が指定する部品を使用してください。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります 

• ハードウェア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使っ 
てシステムをアップデートしてください （50 ページを参照)。 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくださ 
い。 



警告 


安全上の注意 


A ⑩㉞ C 

AA 0Q 















194 内蔵オプシヨンの取リ付け 


静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するよラにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- 各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

- 部品を保管 • 運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 


1. os からシャツトダウン処理をす 
るか POWER / SLEEP スイツチを 
押して本体の電源を OFF 
( POWER / SLEEP ランプ消灯） 
にする。 


2. 本体の電源コードをコンセントお 
よび本体の電源コネクタから抜く 
(右図は非冗長電源搭載の場合)。 


3. 本体背面に接続しているケーブル 
をすベて取り外す。 
























196 内蔵オプションの取り付け 


取り付け/取り外しの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 

レフトサイドカパー 

本体にオプションを取り付ける（または取り外す）ときはレフトサイドカバーを取り外します。 

取り外し 

次の手順に従ってレフトサイドカバーを取り外します。 


2 . 


3. 


4 . 


「取り付け/取り外しの準備」を参照して取り外しの準備をする。 

筐体□ックに錠をしている場合 
は、錠を取り外す。 



本体の底面についているスタビラ 
イザ （4 個）を内側に折りたた 
む0 


右側のカノ（一が底面を向くように 
して本体を横置きにする。 

ゆっくりと静かに倒してくださ 
い。 
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198 内蔵オプションの取り付け 


取り付け 


サイドカバーは「取り外し」と逆の手順で取り付けることができます。 

サイドカバーの上下にあるフックが本体のフレームにある穴に確実に差し込まれていること 
を確認してください。また、本体前面にスライドしてカバーを取り付けるときにも、サイドカ 
パー前面側にあるフックが本体のフレームに引っ掛かっていることを確認してください。フ 
レームに引っ掛かっていないとカバーを確実に取り付けることができません。 


本体上面側のフック 


フックの差し込み穴 



最後に取り外しの際に外したネジ （2 本）でレフトサイドカバーを取り付けます。 



胃 サイドカバーを取り付ける際は内部のケーブルを挟み込まないように注意し 
てください。 
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フロントマスク 

ハードディスクドライブや 5.25 型デバイスを取り付ける（または取り外す）ときはフロント 
マスクを取り外します。 


取り外し 

次の手順に従ってフロントマスクを取り外します。 

































200 内蔵オプシヨンの取リ付け 


取り付け 

フロントマスクは「取り外し」の逆の手順で取り付けることができます。 



2. フロントマスクを閉じる。 
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N 81 54-34 3.5 型 Fixed ディスクケージ搭載の場合 

本体の内部には、ハードディスクドライブを最大4台取り付けることができます。 


wO 弊社で指定していないハードディスクドライブを使用しないでください。サー 
ドパーティのハードディスクドライブを取り付けると八ードディスクドライ 
ブだけでなく本体が故障するおそれがあります。また、これらの製品が原因と 
なった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 


ハードディスクドライブベイ 






























































202 内蔵オプシヨンの取リ付け 


取り付け 

次の手順に従って 3.5 型ハードディスクドライブを取り付けます。 

1 . 取り付け前に八ードディスクドライブに添付の説明書を参照してハードディスクド 
ライブの設定をする。 


増設台数 

取り付けるベイの位置 

1台目 

最下段 

2台目 

下から2段目 

3台目 

下から3段目 

4台目 

最上段 


マザーボード 



2. 195ページを参照して取り外しの準備をする。 

3. 196ページと199ページを参照してレフトサイドカバーを取り外し、フロントマ 
スクを開く。 

4. ハードディスクドライブをすでに搭載している場合は、ハードディスクドライブに 
接続しているインターフェースケーブルと電源ケーブルを外し、 3.5 型ディスク 
ケージあるいは、 2.5 型ディスクケージを取り付けているネジを外してディスク 
ケージを取り外す。 
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5. 八ードディスクドライブを平らな 
場所に置き、ドライブキャリアを 
かぶせるように乗せる。 


6. ネジ穴を合わせてネジ（左右2本 
ずつ）でハードディスクドライブ 
をドライブキヤリアに固定する。 




八ードディスクドライブを固定するネジは、本体装置の添付品にあるネジ （16 
本）を使用してください。必要以上に長さのあるネジを使用するとハードディ 
スクドライブを破損するおそれがあります。 


7. つまみを持って、ドライブキヤリ 
アを装置に取り付けネジ2本で固 
定する。 














204 内蔵オプシヨンの取リ付け 


8. ケーブルを接続する。 

<マザーポード接続の場合> 

※別売の SATA ケーブル K 410 -2 18 (00) が必要です。 

ケーブル接続は下図を参考に行ってください。 

マザーボード側 

本 U G の P.202 のイラスト 「Mini-SAS コネクタに接続」 

ディスクケージ側 

本 UG の P.201 のイラスト「コネクタの番号に合わせてハードディスクドライブに 
接続」 

電源ケーブルの接続は P.263 ,264を参照してください。 

< RAID コント□—ラ接続の場合> 

※別売の SATA ケーブル K 410 -2 18 (00) が必要です。 

ケーブル接続は下図を参考に行ってください。 

マザーボード側 

本 UG の P.202 のイラスト 「Mini-SAS コネクタに接続」ただし、左図のような範囲 
にする 

ディスクケージ側 

本 UG の P.201 のイラスト「コネクタの番号に合わせてハードディスクドライブに 
接続」 

電源ケーブルの接続は P.263 ,264を参照してください。 

^ 電源ケープルにキャップがされていた場合は取り外してください（取り外した 
序ェック I キャップは大切に保管してください）。また、使用しない電源コネクタには 
キャップをし、リピートタイで束ねてください。 



9. 本体を組み立てる。 

10. BIOS セットアップユーティリティを起動して （265 ページ)、 「 Main」-「SATA 
PortO -5」 にて八ードディスクドライブが認識されていることを確認する。 
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取り外し 

ハードディスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 


ハードディスクドライブ内のデータについて 

取り外した八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）が第三者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたように見えますが、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 


1 . 195ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 196ページと199ページを参照してレフトサイドカバーを取り外し、フロントマ 
スクを開く。 

3. 「取り付け」の手順5〜6を参照してドライブキャリアを取り出す。 

4. 「取り付け」の手順8を参照してハードディスクドライブを取り出す。 

5. 本体を組み立てる。 


N 81 50-205 A /206 A /230/260/284 増設ハードディスクドライブ 
( SATA 2) 搭載時について 

• N 8150 -205A/206A/ 230/260/284増設ハードディスクドライブ (SATA2) を実装した 
場合、筐体表示のス□ット番号と Windows 2003上の「ディスクの管理」にて表示され 
るハードディスクドライブ番号が一致しません。ハードディスクドライブの管理ならび 
にハードディスクドライブ交換時には、必ず POST 画面から交換するハードディスクド 
ライブ番号をご確認の上、作業を行ってください。 

• POST 画面を表示させるには、電源〇 N 後の 「NEC」 の□ゴ画面にてく Esc> キーを押して 
ください。 POST 画面の表示が速い場合は、く Pause> キーを押して止めることができま 
す0 


筐体表示スロット番号 

Windows での「ディスク管理」で表示されるディスクの番号 

HDD1 台の時 

HDD2 台の時 

HDD3 台の時 

HDD4 台の時 

1 

(Fixed Disk 0) 

ディスク〇 

デイスク〇 

ディスク〇 

ディスク〇 

2 

(Fixed Disk 1) 

— 

デイスク1 

ディスク2 

ディスク2 

3 

(Fixed Disk 2) 

— 

— 

ディスク1 

ディスク1 

4 

(Fixed Disk 3) 

— 

— 

— 

ディスク3 


() 内は post での表示 


















206 内蔵オプションの取り付け 


N 81 54-24 2.5 型ディスクケージ搭載の場合 

本体の内部には、ハードディスクドライブを最大8台取り付けることができます。 


弊社で指定していないハードディスクドライブを使用しないでください。サー 
Bto ドパーティのハードディスクドライブを取り付けるとハードディスクドライ 
ブだけでなく本体が故障するおそれがあります。また、これらの製品が原因と 
なった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 



HDD はスロット0 (右側）から順に間をあけないように取り付けてください。 
スロット7から取り付けたり、ス□ットを飛ばして取り付けた場合、 DISK ラ 
ンプが正常に表示されません。 


2.5 型ハードディスクドライブ (Hotswap) を使用する場合は事前にN8 154-24 増設用 2.5 型 
HDD ケージを実装しておく必要があります。 N8154-24 増設用 2.5 型 HDD ケージの取り付けは 
254ページを参照してください。 
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取り付け 


次の手順に従って 2.5 型ハードディスクドライブを取り付けます。 


1. フロントマスクを開く。 

2. ハードディスクドライブを HDD ケージに取り付ける。 

ハードディスクドライブのトレーにあるハンドルを完全に開いた状態にして 、 HDD 
ケージの奥に突き当てるまで差し込みます。 

差し込み終えたらレバーを閉じて固定します（「カチッ」と音がしてロックされます）。 


wO 弊社が推奨する八ードディスクドライブを使用してください。 

Bta 詳しくはお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせくだ 
さい0 


図を参照してハードディスクドライブ（トレー）の向きを確認してがら差し込 
[ fl ^ l んでください。またレバーを閉じた際にレバーのフックが HDD ケージの フレー 
ムに引つかがっていることを確認してください。 


PaI HDD ケージのスロットにはハードディスクドライブを搭載していないハード 

ITEA ] ディスクドライブトレーが取り付けられています。ハードディスクドライブを 
取り付ける場合は、ハードディスクドライブトレーを取り外してから取り付け 
てください。 

なお、本体内部の冷却効果を保持するためにハードディスクドライブを取り付 
けていない空きスロットにはハードディスクドライブトレーを取り付けてく 
ださい。 


ドライブキヤリアは、ハンドル部にある緑色のタブを押してハンドルを手前に止ま 
るまで開くと HDD トレーから解除されます。 

トレーとハンドルをしっかりと持ちながらまっすぐ HDD ケージに取り付けてくだ 
さい。 


胃"〇 本体の電源が ON の間に複数台の八ードディスクドライブを取り外すと論理ディ 
スクを壊してしまいます。取り外しおよび交換は1台単位で行ってください。 


3. フロントマスクを閉じる。 












208 内蔵オプシヨンの取リ付け 


取り外し 

ハードディスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 


ハードディスクドライブ内のデータについて 

取り外した八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）が第三者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたように見えますが、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 


4. フロントマスクを開く。 

5. 「取り付け」の手順2を参照して八ードディスクドライブを取り出す。 

6. フロントマスクを閉じる。 
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N8 154-27 3.5 型ディスクケージ搭載の場合 

本体の内部には、ハードディスクドライブ (Hotswap) を最大4台取り付けることができます。 


wO 弊社で指定していないハードディスクドライブを使用しないでください。サー 
ドパーティのハードディスクドライブを取り付けると八ードディスクドライ 
ブだけでなく本体が故障するおそれがあります。また、これらの製品が原因と 
なった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 



3.5 型ハードディスクドライブ (Hotswap) を使用する場合は事前にN8 154-27 増設用 3.5 型 
HDD ケージを実装しておく必要があります。 N8154-27 増設用 3.5 型 HDD ケージの取り付けは 
249ページを参照してください。 





























210 内蔵オプシヨンの取リ付け 


取り付け 


次の手順に従って 3.5 型ハードディスクドライブを取り付けます。 


1. フロントマスクを開く。 

2. ダミートレーを外す。 


3. ハードディスクドライブを HDD 
ケージに取り付ける。 

ハードディスクドライブのトレー 
にあるハンドルを完全に開いた状 
態にして、 HDD ケージの奥に突き 
当てるまで差し込みます。 

差し込み終えたらレバーを閉じて 
固定します（「カチッ」と音がして 
□ックされます)。 



W-0 弊社が推奨するハードディスクドライブを使用してください。 

詳しくはお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせくだ 
さい0 


^ 図を参照してハードディスクドライプ（トレー）の向きを確認してから差し込 
んでください。またレバーを閉じた際にレバーの フックが HDD ケージの フレー 
ムに引つがかっていることを確認してください。 



HDD ケージのスロットにはハードディスクドライブを搭載していないハード 
ディスクドライブトレーが取り付けられています。ハードディスクドライブを 
取り付ける場合は、ハードディスクドライブトレーを取り外してから取り付け 
てください。 

なお、本体内部の冷却効果を保持するためにハードディスクドライブを取り付 
けていない空きスロットにはハードディスクドライブトレーを取り付けてく 
ださい。 
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ドライブキヤリアは、ハンドル部にある緑色のタブを押してハンドルを手前に止ま 
るまで開くと HDD トレーから解除されます。 

トレーとハンドルをしっかりと持ちながらまっすぐ HDD ケージに取り付けてくだ 
さし、。 


wO 本体の電源が ON の間に複数台の八ードディスクドライブを取り外すと論理ディ 
スクを壊してしまいます。取り外しおよび交換は1台単位で行ってください。 


4. フロントマスクを閉じる。 


取り外し 

ハードディスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 


ハードディスクドライブ内のデータについて 

取り外した八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）が第三者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたように見えますが、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 


2 . 

3. 


4. 


195ページを参照して取り外しの準備をする。 

フロントマスクを開く。 

ドライブキヤリアのハンドル部に 
ある緑色のタブを押し、八ンドル 
を手前に止まるまで開いて、八ン 
ドノレをしっかりと持ちながら八一 
ドディスクドライブトレーをまっ 
すぐに引ぎ出す。 

フロントマスクを閉じる。 





























212 内蔵オプシヨンの取リ付け 


RAID システムを内蔵のハードディスクドライブを使用して構築 
する場合 


本体前面にあるハードディスクドライブベイに搭載したハードディスクドライブを RAID シス 
テムで利用したい場合の方法について説明します。 

""〇 • RA 旧システム構成に変更する場合や、 RAID レベルを変更する場合は、 

ハードディスクドライブを初期化します。 RAID システムとして使用す 
る八ードディスクドライブに大切なデータがある場合は、バックアップ 
を別の八ードディスクドライブにとってからポードの取り付けや RA 旧 
システムの構築を行ってください。 

• 論理ドライブは、1台の物理デバイスでも作成できます。 

• RAID システムでは、ディスクアレイごとに同じ容量、性能(ディスク回 
転数など)のハードディスクドライブを使用してください。 



• 使用できる RAID レベルやハードディスクドライブなど、それぞれの 
RAID コン ト ロー ラの特徴を理解し、目的にあった RAID コン ト ロー ラを 
使用してください。 

• RAID 0 以外の論理ドライブは、ディスクの信頼性が向上するかわりに論 
理ドライブを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に 
使用できる容量が小さくなります。 


RAID システムの構築には、オンボードの RAID コント□—ラ （LSI Embedded MegaR AID ™) 
の機能を利用する方法の他にオプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -128/ 129/130/ 134) 
を利用する方法があります。 
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オンポードの RAID コント □ ーラ (LSI Embedded MegaRAID ™) を利用する場合 

マザーボード上にある RAID コンフィグレーションジャンパの設定を変更すると、内蔵ハード 
ディスクドライブを RAID システムのハードディスクドライブとして認識させることができま 
す。ジャンパの位置と設定は下図のとおりです。詳しくは、 「 RAID システムのコンフィグレー 
シヨン」 （299 ページ）を参照してください。 



RAID コンフイグレーシヨンジヤンパ 





















































































214 内蔵オプシヨンの取リ付け 


HDD ケージの設定 

< N 8 154-27 3.5 型 HDD ゲージの場合> 

N 8103-128/129/130/134 を使用する場合は、 HDD ケージのジャンパ設定は初期設定のまま 
です。 

DISK コント□—ラが〇 nboard SATA コント□—ラを使用する場合は、 J 5 の設定を変更してく 
ださい。 



< N 8 154-24 2.5 型 HDD ゲージの場合> 

N 8103-128/129/130/134 を使用する場合は、 HDD ケージのジャンパ設定初期設定のままで 
す0 

DISK コント□—ラが Onboard SATA コント□—ラを使用する場合は、 J 5 の設定を変更してく 
ださい。 



J 5 


HDD ケージ 
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オプションの RAID コント□ーラ( N 8103-128/129/130/1 34) を利用する場合 

オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -128/ 129/130/ 134) を利用する場合は、マザー 
ボード上のハードディスクドライブインタフェースケーブルの接続先を変更する必要があり 
ます。 

出荷時の内蔵ハードディスクドライブのインタフェースは、マザーボード上の SATA コネクタ 
に接続されています。 

詳細な説明は、オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -128/ 129/130/ 134) に添付の説明 
書を参照してください。 

^ オプションの RAID コントローラを取り付ける場合は 、 BIOS SETUP ユーティ 

I チェック J リテイの 「 Advanced 」 メニューの 「PCI Configuration 」一 「PCISlot xxR 0 M(xx 
は PCI ス□ット番号)」のパラメータが 「 Enabled 」 になっていることを確認し 
てください。 


オプションの RAID コント□-ラ( N 81 03- 128/129/130/1 34) と Fixed 3.5 型ディス 
ク搭載の場合 

Fixed 3.5 型ディスク搭載で、オプションの RAID コントローラ （ N 8103 -128/ 129/130/ 134) 
を利用する場合は、フロント側のディスクアクセスランプを表示させるためには、 K 410- 
218(00) 添付の LED ケーブルを RAID コント□ーラとマザーボード間に接続する必要がありま 
す0 

LED ケーブルは下図を参考に取り付けてください。 

本体 MB 側 


















































































216 内蔵オプシヨンの取り付け 


< N 81 03-1 29/130接続の場合> 

ディスクアレイコント□ーラ側 



< N 81 03-1 28/134接続の場合> 

ディスクアレイコント□ーラ側 


LED ケーブル 



黒色ケーブルがこちら 
側になるように LED 



取り付け 

オプションの RAID コントローラ （ N 8103 -128/ 129/130/ 134) の取り付けは 「 PCI ボード」 
を参照してください。 


取り外し 

オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -128/ 129/130/ 134) の取り外しは、取り付けの逆 
の手順を行ってください。 


RA 旧コント□ーラを接続する場合、 BIOS の SETUP ユーティリティの Boot 
メニューにおける優先順位を8番目以内に設定してください。設定が9番目以 
降となっている場合、 RAID コント□ーラのコンフィグレーションメニューを 
起動できません。 
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RAID システム構築時の注意事項 


RAID システムを構築するときは、次の点について注意してください。 

• 同じ容量、同じ回転速度の SAS / SATA ハードディスクドライブどちらかを、構築した 
し WAID レベルの最小必要台数以上を搭載していること （ RAID の構成によってハード 
ディスクドライブの最小必要台数は異なります）。 

内蔵のハードディスクドライブにシステムをインストールする場合は、「シームレスセット 
アップ」を使用して、 RAID の構成から〇 S のインストール、セットアップまでをすることをお 
勧めします。 

システムをインストールしない場合も、シームレスセットアップの「オペレーティングシステ 
ムの選択」で[その他]を選択すると、 RAID システムの構成から保守ユーティリティのイン 
ストールまでを自動でインス I -ーラがセットアップします。 

マニュアルでセットアップする場合は、ボード上のチップに搭載されている RAID コンフィグ 
レーションユーティリティを使用します。ユーティリティは本装置の電源を〇 N にした直後に 
起動する POST の途中で起動することができます。データ転送速度や RAID 、 論理ドライブの 
構成についての詳細な説明は、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （299 ページ）や、才 
プションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -128/129/130/134) に添付の説明書を参照してくだ 
さい。 




218 内蔵オプシヨンの取リ付け 


非冗長電源（N8181 -85) 

非冗長電源の取り付け、取り外し方法は次のとおりです。 


取り付け 


非冗長電源は、次の手順で取り付けることができます。 

1 . 195ページを参照して取り付け準備をする。 

2. 196ページと199ページを参照してレフトサイドカノ（一を取り外し、フロントマ 
スクを開<。 

3. 冗長電源ユニットを搭載している場合は事前に取り外す。 


W"0 電源を取り外すには、装置内部で接続されている全ての電源ケーブルをマザー 
ポードやデバイスから取り外さなければなりません。 

装置の構成により電源ケーブルが取り外しにくい場合、接続しているデバイス 
や八ードディスクケージを取り外して作業を行ってください。 



丸部分のネジ4本を外し、注意して電源ユニットを取り出します。 


4. 丸部分の固定用ネジ2本を外し、冗長電源用ブラケットを取り外す。 


ブラケツトを手前に引 
き出し取り外します 
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5. 非冗長電源用ブラケットを本体装置に取り付る。 

非冗長電源ユニットに添付されている非冗長電源用ブラケットを下図のよラに挿入 
し、固定してください。 


ブラケットを揷入します 


6. 非冗長電源ユニツトを本体装置に 
取り付る。 

電源ケーブルを挟まないように注 
意して電源ユニツトを本体装置に 
セツトしてください。 

非冗長電源ユニツトに添付されて 
いる電源用ブラケツトをあてて、 
丸部分を非冗長電源ユニットに添 
付されているネジ10本で固定し 
てください。 




7. 電源ケーブルをマザ_ポ_ド、八ードディスクドライブ、光ディスクドライブ、才 
プシヨンデバイス、の各コネクタに接続する。 

- Fixed ハードディスクドライブを接続した場合 



P 1 ， P 2， P 3， P 5， P 7， P 9， P 10,の電源ケーブルコネクタを接続します。 






















































































































220 内蔵オプションの取リ付け 


- 増設 HDD ケージを接続した場合 



P 1， P 2， P 3， P 4， P 8， P 9， P 10, の電源ケーブルコネクタを接続します。 

8. サイドカバーを元に戻し、本体の電源コードを接続する。 

サイドカバーは「取り外し」と逆の手順で取り付けることができます。 

詳細は199ページを参照してください。 

9. 非冗長電源交換後に SDR をアップデートする。 

非冗長電源交換後は必ず以下の手順で SDR アップデートを実施してください。 



• SDR のアップデートを実施するまでは、センサエラー等の□グが SEL 
登録されることがあります。アップデート完了までに登録されたエラー 
□グは無視してください。 

• SDR アップデートの作業中に次のエラーメッセージが表示された場合 
は、対象となる機種以外に適用しようとしています。機種を確認してく 
たさい。 Error , incorrect server platform found . 

• SDR アップデートの作業は、 CD - ROM からシステム起動する必要があ 
ります。お客様の環境によっては、ブートデバイスの順位を変更されて 
いる場合がありますので、その場合には 、 BIOS SETUP で CD - ROM か 
らブートするようにデバイスの起動順位を一旦変更してください。作業 
完了後は、お客様のブート順位の設定に戻してください。 
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【手順】 

1 . 本体装置を起動する。 

2. 非冗長電源ユニットに添付の 「SDR UPDATE TOOL 」 CD - ROM を本体にセット 
する。 

3. CD - ROM をセットしたら、 < Ct 「 l >+ く Alt > 十く Del 〉 キーを押してリセットするか、 
電源を OFF / ON して本体を再起動する。 

4. CD - ROM からシステムが立ち上がり、 SDR のセットアップが自動的に始まる。 

本作業には2〜3分かかります。 

アップデート実施中は絶対に電源を切断しないでください。 

5. アップデートが終了すると 「 complete 」 と表示される。 

セットアップ後、 CD - R 〇 M を取り除き、電源ボタンで電源を〇 FF / ON して本体を再 
起動してください。 

6. POST 中に < F 2> キーを J 甲して、巳 IOS SETUP を起動する。 

7. 「 Server」—「System Management」—「SDR Revision 」— 「表示」を見 
て、 SDR のレビジヨン：&'く 「SDR UPDATE TOOL 」 CD - ROM に印字されてし、る 
レビジョンに変更されていることを確認する。 

ログクリア手順 

引き続き、以下の手順でログクリアを実施してください。 

1. イベント□グをクリアする。 

「 Server」 ^ 「Event Log C 〇门 figuration 」 一 「Clear All Event Logs 」^「 Enter 」 一 
「 Yes 」 でイベントログがクリアされます 0 

これは、 SDR セットアップ前のログをクリアするための処置です。 

2. [ Exit ] の [Exit Saving Changes ] を選択し、確認のメッセージが表示されるので 
[ Yes ] を選択し、再起動する。 

3. 再起動後、本体装置が正常に動作することを確認する。 

以上、非冗長電源の取り付けは終了です。 


取り外し 


非冗長電源の取り外しは、「取り付け」と逆の手順で行ってください。 
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冗長電源（ N 8181 -71 A ) 

冗長電源の取り付け、取り外し方法は次のとおりです。 


取り付け 

冗長電源は、次の手順で取り付けることができます。 

1 . 195ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 196ページと199ページを参照してレフトサイドカバーを取り外し、フロントマ 
スクを開く。 

3. 非冗長電源ユニットを搭載している場合は事前に取り外す。 

搭載していない場合は手順4へ進んでください。 


wO 電源を取り外すには、装置内部で接続されている全ての電源ケーブルをマザー 
Ito ポードやデバイスから取り外さなければなりません。装置の構成により電源 
ケーブルが取り外しにくい場合、接続しているデバイスや八ードディスクケー 
ジを取り外して作業を行ってください。 


4. 非冗長電源の取り付けネジ6本を 
取り外す。 



丸部分のネジ6本を外し、注意して電源ユニットを取り出します。 


5. 非冗長電源を引き出し取り外す。 

6. 非冗長電源用ブラケットを引き出し取り外す。 
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7. 冗長電源アップグレードキットに添付されている下図のようなブラケットを図のよ 
うに取り付け、丸部分を添付されているネジ2本で固定する。 


ブラケットを取り付けます 



8. 冗長電源アップグレードキットに 
添付されている右図のようなケー 
ジ用ブラケットを図のように取り 
付ける。 



9. ケージ用ブラケットを図のように 
取り付け、丸部分を添付されてい 
るネジ4本で固定します。 


10. 冗長電源ケージを右図のように本 
体装置取り付ける。 

電源ケーブルを挟まないように注 
意して電源ユニツトを本体装置に 
セツトしてください。 
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11. 丸部分を添付されているネジ4本 
で固定する。 



12. 図のように電源モジュールを挿入 
し、緑色のレバーを摘んだ状態で 
電源を押し込む。 



13. 緑色のレバーを放す。レバーを放すと冗長電源が□ツクされる。 

14. 電源ケーブルをマザーボード、八ードディスクドライブ、光ディスクドライブ、才 
プシヨンデバイス、各コネクタに電源ケーブルコネクタを接続する。 

- Fixed ハードディスクドライブを接続した場合 



P 1 ， P 3， P 4， P 11 ， P 1 2， P 1 3， P 1 4， P 1 7 の電源ケーブルコネクタを接続します。 
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- 増設 HDD ケージを接続した場合 


P 2* P 16* P 15* 



未使用コネクタ 


P 1 ， P 3， P 4， P 11 ， P 1 2， P 1 3， P 1 4， P 1 7 の電源ケーブルコネクタを接続します 


15. サイドカバーを元に戻し、本体の電源コードを接続する。 

サイドカバーは「取り外し」と逆の手順で取り付けることができます。 
詳細は198ページを参照してください。 

16. 冗長電源交換後の SDR をアップデートする。 

冗長電源交換後は必ず以下の手順で SDR アップデートを実施してください。 


【手順】 


• SDR のアップデートを実施するまでは、センサエラー等の□グが SEL 
登録されることがあります。アップデート完了までに登録されたエラー 
□グは無視してください。 

• SDR アップデートの作業中に次のエラーメッセージが表示された場合 
は、対象となる機種以外に適用しようとしています。機種を確認してく 
たさい。 Error, incorrect server platform found. 

• SDR アップデートの作業は、 CD-ROM からシステム起動する必要があ 
ります。お客様の環境によっては、ブートデバイスの順位を変更されて 
いる場合がありますので、その場合には、 BIOS SETUP で CD-ROM か 
らブートするようにデバイスの起動順位を一旦変更してください。作業 
完了後は、お客様のブート順位の設定に戻してください。 


1. 本体装置を起動させる。 


2. 冗長電源アップグレードキットに添付の rSDR UPDATE TOOL 」 CD - R 〇 M を本 
体にセットする。 

3. CD - ROM をセットしたら、く Ctrl >+ く Alt > 十く Del 〉 キーを押してリセットするか、 
電源を OFF / ON して本体を再起動する。 


4. CD - ROM からシステムが立ち上がり、 SDR のセツトアップが自動的に始まる。 


本作業には2〜3分かかります。 

アップデート実施中は絶対に電源を切断しないでください。 
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5. アップデートが終了すると 「 complete 」 と表示される。 

セットアップ後、 CD - ROM を取り除き、電源ボタンで電源を〇 FF / ON して本体を再 
起動してください。 

6. POST 中に < F 2> キーを J 甲して、巳 IOS SETUP を起動する。 

7. 「 Server」-►「System Management」-►「SDR Revision 」-► 「表示」を見 
て、 SDR のレビジヨン:&'く 「SDR UPDATE TOOL 」 CD - ROM に印字されてし、る 
レビジョンに変更されていることを確認する。 

ログクリア手順 

引き続き、以下の手順で□グクリアを実施してください。 

1. イベント□グをクリアする。 

「 Server 」 一 「Event Log Configuration」 ^ 「Clear All Event Logs 」^「 Enter 」^ 
「 Yes 」 でイベント□グがクリアされます。 

これは、 SDR セットアップ前のログをクリアするための処置です。 

2. [ Exit ] の [Exit Saving Changes ] を選択し、確認のメッセージが表示されるので 
[ Yes ] を選択し、再起動する。 

3. 再起動後、本体装置が正常に動作することを確認する。 

以上、冗長電源の取り付けは終了です。 


取り外し 


冗長電源の取り外しは、「取り付け」と逆の手順で行ってください。 
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PCI ポード 

本体には、 PCI ボードを取り付けることのできるス□ットを5つ用意しています。 



• PCI ポードは静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。ま 
た、ポードの端子部分を素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いた 
りしないでください。静電気に対する注意については、194ページで説 
明しています。 


• □ングポードは PCI #4、#5に搭載できます。また、実装する際には、 
マザーポード上の部品に接触しないよう、注意して実装してください。 



マザーボード 
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オプションデバイスと取り付けス□ットー覧 





スロット 
(バス A ) 

ス□ット 
(バス B ) 

スロット 
(バス C ) 

スロット 
(バス D ) 

スロット 
(バス E ) 





PCI #1 

PCI #2 

PCI #3 

PCI #4 

PCI #5 


型名 

製品名 

PCI ス□ツト性能 n 

x 8 

レーン 

xl 

レーン 

xl 6 

レーン 

x 4 

レーン 

32- bit / 

33 MHz 

備考 



ス□ツトサイズ 

フル八イト 




PCI ポードタイプ n 

x 8 ソ 
ケット 

x 4 ソ 

ケット 

xl 6 ソ 
ケット 

x 8 ソ 
ケット 

5 V 




搭載可能なポードサイズ 


ショ 

一卜 


□ング 


N 8103 -95 

SCSI コントローラ 

(力ード性能： 64 bit /66 MHz PCI ) 

- 

- 

一 

— 

〇 

内蔵 HDD 接続不可 

N 8 103-75 

SCSI コント□ーラ 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

- 

- 

〇 

N 8103 -107 と混在不可 
内蔵 HDD 接続不可 

N 8 103- 107 

SCSI コント□ーラ 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( xl )) 

- 

〇 

- 

〇 

- 

N 8103 -75 と混在不可 
内蔵 HDD 接続不可 

N 8103-104 A 

SAS コント□ーラ 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

内蔵 HDD 接続不可 

N 8103 -128 

RAID コント□ーラ 
(128 MB,RAID 0/1) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.0( x 8)) 

- 

- 

〇 

〇 

- 


N 8103 -129 

RAID コント□—ラ 
(256 MB，RAID 0/1) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.0( x 8)) 

- 

— 

〇 

〇 

— 

合わせて最大1枚まで 

N 8103 -13 〇 

RAID コント□—ラ 
(256 MB,RAID 0/ 1/5/6) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.0( x 8» 

- 

— 

〇 

〇 

— 

N 8103 -134 

RAID コント□ーラ 
(512 MB,RAID 0/ 1/5/6) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS EO 

- 

— 

〇 

〇 

— 


N 8104-111 

100 BASE - TX 接続ボード 
(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

一 

- 

- 

— 

〇 


N 8104 -119 

1000 BASE - T 接続ボード 

(力ード性能: 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

— 

— 

— 

— 

〇 


N 8 104- 120 

1000 BASE-T 接続ボード (2 ch ) 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

— 

— 

— 

— 

〇 


N 8104 -126 

1000 BASE - T 接続ボード 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( xl )) 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

N 8104 -126 同士の 
Teaming ( AFT / SFT / 
ALB / SLA ) は可。 
10 Base - T は未サポート 
N 8104 -11 2と混在不可 

N 8104 -121 

1〇〇 0 BASE - T 接続ボード (2 ch ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

N 8104 -121 同士の 
Teaming ( AFT / SFT / 
ALB / SLA ) は可。 
10 BASE - T は未サボー 
卜。 N 8104 -112 と混在 
不可。 

N 8104 -125 A 

1000 BASE - T 接続ボード (4 ch ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

N 8104 -125 A 同士の 
Teaming ( AFT / SFT / 
ALB / SLA ) は可。 
10 BASE - T は未サボート 
ブーツ 付き LAN ケープ 
ルは使用不可。 

N 8104 -128 

10 GBASE 接続基本ボード ( SFP +/2 ch ) 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS 2.0( x 8)) 

〇 

- 

〇 

- 

- 

SFP モジュール 
( N 8104 -129) は必要 
に応じて手配必要。 

N 8104-112 

1000 BASE - SX 接続ボード (2 ch ) 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

- 

— 

〇 

N 8104-126/121/ 

125 A と混在不可 

N 8104-101 

高速回線ボード 

(力ード性能： 32 b . it /33 MHzPCI ) 

- 

- 

- 

- 

〇 


N 8104 -102 

高速多回線ボード 

(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

— 

〇 


N 8 104-94 

4回線音声 • FAX 処理ボード 
(力ード性能: 32 bit /33 MHz PCI ) 

— 

— 

— 

— 

〇 













































ハードウェア編 229 





スロット 
(バス A ) 

ス□ット 
(バス B ) 

ス□ット 
(バス C ) 

ス□ット 
(バス D ) 

ス□ット 
(バス E ) 





PCI #1 

PCI #2 

PCI #3 

PCI #4 

PCI #5 


型名 

製品名 

PCI ス□ット性能 n 

x 8 

レーン 

xl 

レーン 

xl 6 

レーン 

x 4 

レーン 

32- bit / 

33 MHz 

備考 



ス□ットサイズ 

フル八イト 




PCI ボードタイプ n 

x 8 ソ 
ケット 

x 4 ソ 
ケット 

xl 6 ソ 
ケット 

x 8 ソ 
ケット 

5 V 




搭載可能なポードサイズ 


ショ 

一卜 


□ング 


N 8104 -95 

4回線音声処理ボード 

(力ード性能： 32bit/33MHz PCI) 

— 

— 

- 

— 

〇 


N 8104 -96 

12回線対応音声処理ボード 
(力ード性能： 32bit/33MHz PCI) 

— 

— 

— 

— 

〇 


N8117-01A 

増設 RS-232C コネクタキット 

— 

— 

— 

〇 

〇 

シリアルポート増設用 
最大1枚まで 


〇搭載可能 一搭載不可 


*1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。<例 >1レーン =2.5 Gbps (片方向）、4レーン =10 Gbps (片方向） 
#1/#3は片方向で1レーン 5 Gb/s 
#2/#4は片方向で1レーン 2.5 Gb/s 
#3は x 16レーンで x 16カードをのせた場合、#1は利用不可 
ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数以下のカードが接続可能。 

<例 > x 4 ソケット — xi カード、 x 4 カードは搭載可能。 x 8 カードは搭載不可。 

* 搭載可能なボードの奥行きサイズはシヨートサイズの場合173.1 mm まで、ロングサイズの場合3 12 mm まで。 
* 同ーバス内に異なるカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

* 各力ードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

* 製品名のカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□ットよりも PCI カードの動作性能のぼラが高い場合は、本体 PCI ス□ット性能で動作します。 


標準ネットワークについて 

標準ネットワーク（オンボード）で AFT / SFT / ALB / SLA のチームを組むことができます。また、標準ネッ 
トワークとオプシヨン LAN ボードで AFT / SFT / ALB / SLA のチームを組むことができます。 
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取り付け 


次の手順に従って pci ボードス□ットに接続するボードの取り付けを行います。詳細について 
は、ボードに添付の説明書を参照してください。 


1. 取り付け前に、取り付けるポードでスイッチやジャンパの設定が行える場合は、 
ポードに添付の説明書を参照して正しく設定しておく。 

2. 195ページを参照して取り外しの準備をする。 


3. 196ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 


4. 装置背面の PCI ス□ット固定ブラ 
ケットのネジをゆるめ、 PCI ス 
□ット固定ブラケットを取り外 
す0 
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6. ポードの部品面を本体底面側に向け、ポードのリアパネルをフレームのパネにしっ 
かりと当ててからポードの接続部分がス□ットに確実に接続するようしっかりと 
ポードを押し込む。 

ロングボードの場合は、本体前面側にあるガイドレールの溝にボードを合わせてか 
らス□ットに接続します。 


pci ガイドレール 




«"〇 うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取 
り付け直してください。ポードに過度の力を加えるとポードを破損するおそれ 
がありますので注意してください。 


7. 手順4で取り外した PCI ス□ット固定ブラケットを取り付け、ネジ （1 本）で固定 
する 

8. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 

9. 本体の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を依頼してください。 

10. 巳 I 0 S セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 


ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは275ページをご覧ください。 


取り付け後の設定 

取り付けたボードのタイプによっては、取り付け後にユーティリティ（本体の BIOS セット 
アップユーティリティやボードに搭載•添付されているセットアップユーティリティ）を使っ 
て本体の設定を変更しなければ ならない 場合があります。 

ボードに添付の説明書に記載されている内容に従って正しく設定してください。 

なお、本装置では電源〇 N 後に PCI バス番号の小さい順にスキャンをします。ボードに搭載さ 
れたオプション R 〇 M 内に BIOS ユーティリティが格納されている場合は 、 PCI バス番号の小さ 
い順にその起動メッセージ（バナー）を表示します。 
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取り外し 

次の手順に従って pci ボードス□ットに接続されているボードの取り外しを行います。 

1. 195ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 196ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 

3. ボードを取り外す。 

4. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 

5. 本体の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を依頼してください。 

6. BIOS セットアップユーテイリテイを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは275ページをご覧ください。 


増設バッテリの取り付け 

RAID コント□—ラ( N 8 103- 129/130/133/ 134) に増設バッテリを増設する場合、以下の手 
順に従って取り付けてください。 

N8 103- 123 (N 8103-129/130用バッテリ）の場合 

取り付け 

1. 195ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 196ページを参照してレフトサイドカバーを取り外し、フロントマスクを開く。 

3. RAID コント□—ラを取り外し、 


増設バッテリに添付されている 
バッテリ接続ポードを RAlD コン 
卜□—ラに取り付ける。 


RAID コント ローラの 取り外しは 
232ページを参照してください。 
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4. バッテリ接続ポードにケーブルを 
接続する。 

コネクタとケーブルのマーキング 
を合わせて接続してください。 



5. RAID コント□—ラを取り付ける。 


RAID コント□ーラの取り付けは 
230ページを参照してください。 



6. PCI フアンの下の穴からケーブルを装置前面側に通す。 


7. SETUP DATE LA 巳 EU こ実装し 
た日付（年月）を記入し、右図の 
位置に貼り付ける。 
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9. 増設バッテリにケープ)レを取り付 
ける。 

コネクタとケーブルのマーキング 
を合わせて接続してください。 


10. 増設バッテリボックスからネジ1 
本を外してブラケットを取り外 
す0 


11. 増設バッテリを手順10•で外した 
ブラケットに、増設バッテリに添 
付のネジ3本で取り付ける。 


12. ブラケットをネジ1本で増設バッ 
テリボックスに取り付ける。 



13. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 

14. フロントマスクを閉じる。 
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取り外し 

増設バッテリの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 


N 8 103- 140 ( N 8103-134用バツテリ）の場合 

取り付け 


1 . 195ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 196ページを参照してレフトサイドカバーを取り外し、フロントマスクを開く。 


3. RAID コント□—ラを取り外し、増設 
バッテリに添付されているバッテリ接続 
ポードを RAID コント□ーラに取り付け 
る 0 


RAID コント ローラの 取り外しは 
232ページを参照してください。 



4. RAID コント□—ラを取り付ける。 

RAID コント ローラの 取り付けは 
230ページを参照してください。 



5. 

6 . 


PCI フアンの下の穴からケーブルを装置前面側に通す。 


SETUP DATE LA 巳 EU こ実装した日付 
(年月）を記入し、貼り付ける。 
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7. 右の図を参考に、バッテリパックにバッ 
テリ制御ケーブルを接続する。 

コネクタの向きに注意し、斜め挿しにな 
6ないようにしっかりと接続してくださ 
い0 

右記の2点から、コネクタの正しい向きを 
判別するようにしてください。 



8. 増設バッテリボックスからネジ1本を外 
してブラケットを取り外す。 


9. 増設バッテリを手順10.で外したブラ 
ケットに、増設バッテリに添付のネジ3 
本で取り付ける。 



10. ブラケットをネジ1本で増設バッテリ 
ボックスに取り付ける。 


11. 取り外したレフトサイドカバーを取り付 
ける。 



12. フロントマスクを閉じる。 


取り外し 

増設バッテリの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 
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N 81 17-01 A を取り付ける場合 

N 81 17-01 A の構成品は下記です。 


項番 

品名 

指定 

数量 

備考 

① 

RS-232C コネクタキット 
取扱説明書 

856-125671-002 

1 


② 

RS-232C ケープル （A) 

804-063264-020 

1 


③ 

RS-232C ケープル （B) 

804-062746-820 

1 


④ 

PCI BRACKETS) 

243-112122-001 

1 

ケープルに取付済 

⑤ 

PCI BRACKET ⑵ 

243-112122-002 

1 

Full Height PCI 用 




本製品では③と⑤の組み合わせを使用します。 
以下の手順に従って取り付けてください。 


1 . 195ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 196ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 


3. 取り付けるス□ットと同じ位置（高さ) 
にあるス□ットカバー固定ネジを外し 
て、ス□ットカバーを取り外す。 



取り外したス□ットカバーは大切に保管してください。 
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4. ブラケットの先端がフレームのガイドに正しく差し込まれていることを確認し、 
しっかりと取り付け、手順3で外したネジで固定する。 



5. 他の PCI ポードに緩衝しないよう 

ケーブルを フォー ミングしてマザー 3 
ポード上のシリアルポート A コネク U 
夕に接続する。 

ケーブルを接続する場合、コネクタ 
の極性キーを合わせて誤接続しない 
よう注意してください。シリアル 
ポート A コネクタの位置は右図を参 
照してください。 


シリアルポート A コネクタ 

6. 取り外したス□ットカバーや工具、ネジ等が装置内部に残っていないことを確認し 
て装置を組み立てる。 

7. BIOS セットアップユーテイリテイを起動して 「 Advanced 」 の 「Peripheral 
Configuration 」 メニューの 「Serial Port A 」 を 「 Enabled 」 に設定（もしくは 
設定されていることを確認）する （275 ページ参照)。 

「 Enabled 」 に設定すると 「Base l /〇 Address 」 、 flinterruptj のメニューが追加さ 
れます。 

Default 設定では 

Base I/O Address : 3 F 8 
Interrupt : IRQ 3 

となります。 

































































ノ、ー ドウエア編 239 


DIMM 

DIMM (Dual In-line Memory Module ) は、マザーボード上の DIMM コネクタに取り付けます。 
マザーボード上には DIMM を取り付けるコネクタが6個あります。 


詞"〇 • D 旧 M は静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分などに触 
■to れて身体の静電気を逃がしてから DIMM を取り扱ってください。また、 

ポードの端子部分や部品を素手で触ったり、 D 旧 M を直接机の上に置い 
たりしないでください。静電気に対する注意については194ページで詳 
しく説明しています。 

• 弊社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなく本体が故障するおそれ 
があります。（これらの製品が原因となった故障や破損についての修理 
は保証期間中でも有料となります。） 

次に示すモデルをお買い求めください （2009 年12月現在）。 

一 N 8 102-361 Xeon プロセッサーモデル用 
RegisteredlGB 増設メモリポード 
一 N 8102 -362 Xeon プロセッサーモデル用 
Registered 2 GB 増設メモリボード 
一 N 8 102-363 Xeon プロセッサーモデル用 
Registered 4 GB 増設メモリボード 
一 N 8 102-364 Xeon プロセッサーモデル用 
Registered 8 G 巳増設メモリポード 
一 N 8 102-365 Pentium プロセッサーモデル用 
Unbuffered 1 GB 増設メモリポード 
一 N 8 102-366 Pentium プロセッサーモデル用 
Unbuffered 2 GB 増設メモリポード 
一 N 8 102-367 Pentium プロセッサーモデル用 
Unbuffered 4 GB 増設メモリポード 



• Xeon プロセッサーモデルでは、メモリは Registered DIMM 最大6枚 32 GB 
まで増設できます。 （ Registered 8 GB DIMM 搭載の場合には最大4枚まで 
の増設となります） 

• Pentium プロセッサーモデルでは、メモリは Unbuffered DIMM 最大4枚 
16 GB まで増設できます。 
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本体前面 
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増設順序 

DIMM は 、 Dual Channel (2 way インタリーブ）メモリモードを使用する場合と使用しない場 
合で増設順序や増設単位が異なります。 




• 本装置ではメモリの Dual Channel (2 way インタリーブ）メモリモードを 
サポートしています。 

DIMM #1 と#2、 DIMM #3 と#4、 DIMM #5 と#6に同一容量の DIMM を搭載し 
た場合 、 Dual Channel (2 way インタリーブ）メモリモードで動作しメモ 
リのデータ転送速度が早くなります。 


• Dual Channel (2 way インタリーブ）メモリモードを使用しない場合 

増設はス□ット番号の小さい順に行ってください。 

• Dual Channel (2 way インタリーブ）メモリモードを使用する場合 

次の条件を守ってください。 

- 2枚単位で取り付けてください。 

- 取り付ける2枚のメモリは同じ容量で同じ仕様のものを使ってください。 

- 取り付けるス□ットはス□ット1と2、3と4、5と6を一組としてくださし、 


搭載例： Xeon モデル 
Registered DIMM 

DIMM #1 

DIMM #2 

DIMM #3 

DIMM #4 

DIMM #5 

DIMM #6 

合計 

例 1 

1GB 

- 

- 

- 

- 

- 

1GB 

例 2 

1GB 

1GB 

- 

- 

- 

- 

2G 巳 

例 3 

2GB 

2GB 

2GB 

2GB 

2GB 

2GB 

12GB 

例 4 

4GB 

4GB 

4GB 

4GB 

- 

— 

16GB 

例 5 

4GB 

4GB 

4GB 

4GB 

4GB 

4GB 

24GB 

例 6 

8GB 

8GB 

8GB 

8GB 

- 

- 

32GB 

例 7 

8GB 

8GB 

4GB 

4GB 

- 

- 

24GB 


搭載例： Pentium モデル 
Unbuffed DIMM 

DIMM ! 

DIMM 2 

DIMM 3 

DIMM 4 

DIMM 5 

DIMM 6 

合計： 

例 1 

1GB 

- 

- 

- 

- 

- 

1GB 

例 2 

1GB 

1GB 

- 

- 

- 

- 

2GB 

例 3 

1GB 

1GB 

1GB 

1GB 

- 

— 

4GB 

例 4 

2GB 

- 

- 

— 

- 

- 

2GB 

例 5 

2GB 

2GB 

2GB 

2GB 

- 

— 

8GB 

例 6 

4GB 

4GB 

- 

— 

- 

- 

8(3 日 

例 7 

4GB 

4GB 

2GB 

2GB 

- 

- 

12GB 

例 8 

4GB 

4GB 

4GB 

4GB 

- 

- 

16GB 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

1 . 195ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 196ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 

3. DIMM を取り付けるコネクタにあ 
る左右のレバーを開く。 

4. DIMM を垂直に立てて、コネクタ 
にしっかりと押し込む。 

キースロット 

キー 


DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するため 
のキーとキース□ツ トが あります。 


DIMM が DIMM コネクタに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 

5. レバーを確実に閉じる。 

6. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 

7. 本体の電源を ON にして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については366ページを参照してください。 

8. SETUP を起動して 「 Advanced 」 メニューの 「 MemoryConfiguration 」 で増設 
した DIMM が BIOS から認識されていること（画面に表示されていること）を確認 
する （276 ページ参照)。 

9. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは275ページをご覧ください。 

10. ページングファイルサイズの設定を変更する。 

Windows Server 2003の場合は89ページを参照してください。 


無理な力を加えると DIMM やコネクタを破損するおそれがあります。まつす 
ぐ、ていねいに差し込んでください。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 〇で表示されるエラーメッ 
If エック| セージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 


1. 「取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をする。 


2. 取り外す DIMM のコネクタの両側 
にあるレノ（一を左右にひろげる。 

DIMM のロックが解除されます。 


3. DIMM を取り外す。 



4. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 

5. 本体の電源を ON にして POST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については366ページを参照してください。 


「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。ハード 
ウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは275ページをご覧ください。 

6. 故障した DIMM を交換した場合は、 「 Advanced 」 メニューの 「Memory 
Configuration 」 で 、 「Memory Retest 」 を 「 Yes 」 にする 0 


エラー情報をクリアするためです。詳しくは276ページをご覧ください。 

7. ページングファイルサイズの設定を変更する。 

Windows Server 2003の場合は89ぺージを参照してください。 
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冗長フアン （BTO (工場組み込み出荷）専用オプション） 

本装置は、 オプションのファン ユニットを増設し、冗長構成で運用す ることができます。オプ 
シヨンのファン ユニットは BT 〇（工場 組み込み出荷）専用 オプションとなります。 


ファイルデバイス 

本体には、光ディスクドライブや M 0 ドライブ、磁気テープドライブなどのバックアップデバ 
イスを取り付けるス□ットが あります。 増設ス□ットは標準の状態で2ス□ッ トあります。 



• SCSI デバイスを搭載する場合は、オプションの SCSI コントローラボー 
ドと内蔵 SCSI ケーブルが必要になります。詳しくは「ケーブル接続」を 
参照してください。 

• オプションの IDE デバイスを取り付ける （ IDE 接続）場合は、光ディスク 
ドライブを増設スロット1に移動させ、オプションの IDE デバイスを光 
ディスクドライブが実装されていたスロットに取り付けてください 
(245 ぺージ参照）。 

- 標準装備の光ディスクドライブ：マスタ（出荷時の設定） 

- オプションの IDE デバイス：スレーブ 




ファイルペイ- 


増設スロット2 

増設スロット1 


光ディスク 

ドライブ 




漏憑鑼 1 


1100 




^*3 




5.25 型 
デパイスペイ 
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取り付け 


次の手順に従ってファイルデバイスを取り付けます。ここでは標準装備のファイルベイを中心 
に説明しています。ハードディスクドライブデバイス実装キットについては、説明が異なる場 
合のみ併記しています。 

1. デバイスの設定をする。 

デバイスベイに取り付けるデバイスの設定は以下のとおりです。 


デバイス 

設定 

SCSI デバイス 

終端抵抗 OFF * 


* オプションの内蔵 SCSI ケーブルに終端が取り付けられていない場合は 
終端抵抗 ON に設定してください。 


胃'^ SCSI デバイスを搭載する場合は 、 SCSI ID が同じケーブルに接続されている 
他の機器と重ならないように設定してください。 


2. 195ページを参照して取り付けの準備をする。 

3. 196ページと199ページを参照してレフトサイドカバーとフロントマスクを取り 
外す。 



ハードディスクドライブデバイスベイ変換キッドを取り付ける場合は、増設ス 
ロット2のダミーカバーも取り外してください。 


4. 増設ス□ット1のダミーカバーを 
固定しているネジ2本を外して取 
り外す。 


^ @ ◎ 1— 


〉 ■讎讎 1 

5 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0°0 

均 

5 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0 〇 0°0 [ 

I 1 

C=> ° 1-1 

© 

〇 〇 | 001000000 

1 


一 R 響 ^ [ 

M nnnnnnnnnrinrinnri u i 



取り外したダミーカバーは大切に保管してくださし、。 
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5. 取り付けるデバイスをデバイスに 
添付されているネジ2本で本装置 
添付のレールに固定する。 



I チェック] 


必ず本装置に添付されているネジを使用してください。 


m 


6. 左右のリリースタブを押しながら 
増設スロット1にデバイスをゆつ 
くりと差し込む。 

「カチッ」と音がしてロックされる 
まで押し込んでください。 



7. 装置側面から取り付けた 5.25 型デバイスにインタフェースケーブルと電源ケープ 
ルを接続する。 

詳しくは、この後の「ケーブル接続」を参照してください。 

8. 本体を組み立てる。 

9. SCSI コント□—ラの BIOS ユーテイリテイを使って転送速度などの設定をする。 

詳しくは SCSI コントローラに添付の説明書を参照してください。 

10. 搭載したデバイスのデバイスドライバをインス I -ールする。 

詳しくはデバイスに添付の説明書を参照してください。 


取り外し 


N8151 -86 内蔵 RDX を取り付ける場合の注意事項。 

0S やソフトウェアからコマンドによる Eject 操作を行った場合、排出された 
カートリッジがフロントマスクに接触し Eject エラーとなります。 

コマンドによる Eject を行う場合、以下のいずれかの対処を行ってください。 
一 Beet 操作を行う時はフロントマスクを開けておく。 

-デ J (イスの取り付けを変更する 

カートリッジが閉じているフロントマスクに接触しないようにするには、 RDX 
装置を奥まった位置に取り付けます。 


n n nsn 


ファイルデバイスは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。デバイスを取り外し 
たままにする場合は、夕'ミーカバーを取り付けてください。 
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光ディスクドライブ 

標準の光ディスクドライブをオプションの内蔵 DVDSuperMULTI ドライブへ交換する手順 
について説明します。 


弊社で指定していない DVDSuperMULTI ドライブを取り付けないでくださ 
nra い。 


交換手順 

次の手順に従ってオプションの DVDSuperMULTI ドライブに交換します。 

1 . 195ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 196ページと199ページを参照してレフトサイドカバーとフロントマスクを取り 
外す。 

3. 装置側面から光ディスクドライブに接続されているインタフェースケーブルと電源 


ケーブルを取り外す。 

4. 左右のリリースタブを押しながら 
標準装備されている光ディスクド 
ライブを取り外す。 


5. 取り外した光ディスクドライブで 
使用しているレールとネジを取り 
外し、オプションの内蔵 
DVDSuperMULTI ドライブへ取 
り付ける。 























248 内蔵オプシヨンの取リ付け 


6. もとのデバイスベイに左右のリ 
U _スタブを押しながらゆつくと 
差し込む。 


「カチッ」と音がしてロックされる 
まで押し込んでください。 



^ デバイスを押し込むときにケープルをはさんでいないことを確認してくださ 
ぼェック] い0 


7. 装置側面から内蔵 DVDSuperMULTI ドライブにインタフェースケーブルと電源 
ケーブルを接続する。 

詳しくはこの後の「ケーブル接続」を参照してください。 


胃"〇 コネクタのピンが曲がったり、確実に接続していなかったりすると、誤動作の 
原因となります。 5.25 型デバイスと各ケーブルコネクタを見ながら確実に接 
続してください。 


^ ケープルをはさんでいないことを確認してください。 


8 . 


本体を組み立てる。 
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増設 HDD ケージ （3.5 型用） 

N 8 154-27 増設 HDD ケージ（以降、 「 HDD ケージ」と呼ぶ）は、4台の SATA ハードディスク 
ドライブで RAID システムを構築することができる専用のケージで、本装置の運用中（電源〇 N 
中）にハードディスクドライブの取り付け/取り外し/交換ができる「ホットスワップ」機能を 
提供します。 


取り付け 


次の手順に従って HDD ケージを取り付けます。 


1. 195ページを参照して取り外しの準備をする。 


2. 196ページと199ページを参照 
してレフトサイドカバーを取り外 
し、フロントマスクを開く。 

3. 八ードディスクドライブをすでに 
搭載している場合は、ハードディ 
スクドライブに接続しているイン 
ターフェースケーブルと電源ケー 
ブルを外し、 3.5 型ディスクケー 
ジあるいは、 2.5 型ディスクケー 
ジを取り付けているネジを外して 
ディスクケージを取り外す。 


4. HDD ケージを図に示す向きに 
持つて本体へゆつくりと差し込 
む0 

































250 内蔵オプシヨンの取リ付け 


5. 





取り付ける装置によってネジの位置が異なります。図を参照して本体に HDD 
ケージを確実に固定してください。 


6. フロントマスクを閉じる。 

7. RAID コント□ーラを実装する。 

^ RAID コントローラの取り付け方法については、23〇ページを参照してくださ 
I チェック| い0 
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8. 以下の図を参照して、別売の SAS ケーブル （ K 410-174 (00))、 SGPI 0 ケーブ 
ル （ HDD ケージに添付)、グローバル LED ケーブル （ HDD ケージに添付)、電源 
ケーブルを接続する。 



9. SGPI 0 ケーブルとグローバル LED ケーブルをマザーボードに接続する。 



RAID LED コネクタ 












































































































































252 内蔵オプシヨンの取リ付け 


10. ケーブルを接続する。 

[RAID コント□ーラ接続の場合] 

別売の SAS ケーブル （ K 410 -174(00)) を RAID コント□—ラに接続する。 
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[マザーボード接続の場合] 

別売の SAS ケーブル ( K 410-174(00)) をマザーボード上の SAS コネクタに接続す 
"〇) 〇 




11. 取り外したダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

12. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 


取り外し 


HDD ケージは「取り付け」と逆の手順で取り外すことができます。 




































































































































































































254 内蔵オプシヨンの取リ付け 


増設 HDD ケージ （2.5 型用） 

N 8 154-24 増設 HDD ケージ（以降、 「 HDD ケージ」と呼ぶ）は、8台の SATA ハードディスク 
ドライブで RAID システムを構築することができる専用のケージで、本装置の運用中（電源〇 N 
中）にハードディスクドライブの取り付け/取り外し/交換ができる「ホットスワップ」機能を 
提供します。 


取り付け 


次の手順に従って HDD ケージを取り付けます。 


1. 195ページを参照して取り外しの準備をする。 


2. 196ページと199ページを参照 
してレフトサイドカバーを取り外 
し、フロントマスクを開く。 



3. HDD ケージを図に示す向きに 
持つて本体へゆつくりと差し込 
む0 


4. 増設 HDD ケージに添付のネジ 
(4 本）で本体に固定する。 
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6. 増設 HDD ケージに添付のネジ （2 本）で本体に固定する。 



取り外したドライブキャリアや余ったネジは大切に保管してください。 


7. COVER BASE FRAME をディスクケージに添付のナイロンリベット （4 個）で 
本体に固定する。 

COVER BASE FRAME は筐体内側から合わせ、ナイロンリベットは筐体外側より 
固定する。 



8. フロントマスクを閉じる。 

9. RAID コント□ーラを実装する。 


RAID コントローラの取り付け方法については、23◦ページを参照してくださ 

[チェック] い0 































































256 内蔵オプションの取り付け 


10.以下の図を参照して、別売の SAS ケーブル （ K 410-1 74(00))、 SGPI 0 ケーブル 
( HDD ケージに添付）、グローバル LED ケーブル （ HDD ケージに添付)、電源ケー 
ブルを接続する。 



1 1. SGPI 0 ケーブルとグローバル LED ケーブルをマザーポードに接続する。 
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12. ケーブルを接続する。 

[RAID コント□ーラ接続の場合] 

別売の SAS ケーブル （ K 410 -174(00)) を RAID コントローラに接続する。 




258 内蔵オプシヨンの取リ付け 


[マザーボード接続の場合] 

別売の SAS ケーブル （ K 410 -174(00)) をマザーボード上の Mini SAS コネクタに接 
続する。 

※この場合ハードディスクドライブは最大4台までしか搭載できません。 




13. 取り外したフアン （ HDD 側）を取り付け、ネジ （1 本）で固定し、フアンのコネ 
クタをマザ_ポ_ドのコネクタに接続する。 

14. 取り外したダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 
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15. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 


取り外し 

HDD ケージは「取り付け」と逆の手順で取り外すことができます。 




260 ケーブル接続 


ケーブル接続 

本体内部のデバイスのケーブル接続例を示します。 


インタフェースケープル 


インタフェースケーブルの接続について説明します。 



ここで示す図は接続を中心として説明しています。マザーボード上のコネクタ 
の詳細については「マザーボード」を参照してください。 


八ードディスクドライブの増設 

ハードディスクドライブを増設した際の接続について説明します。 

ハードディスクドライブを増設した場合は、新たなケーブル接続は不要です。ハードディスク 
ドライブは下から順に取り付けてください。 



5.25型 
デパイスベイ 


HDD ケージ 


SATA ケーブル — ^ SGPI0 ケーブル 
LED ケーブル « - » Mini-SAS ケーブル 
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• RAID コント□ーラを増設している場合 

ハードディスクドライブを増設した場合は、新たなケーブル接続は不要です。ハードディ 
スクドライブは下から順に取り付けてください。 



5.25型 
デパイスベイ 


HDD ケージ 


SAS (K 410 -174(00)) ケーブル 

LED ケーブル = SGPI0 ケーブル == SATA ケーブル 























































262 ケーブル接続 


5.25 型デバイスの接続 

5.25 型デバイスベイには SCSI デバイスと DE デバイスを搭載することができます。 


SCSI デバイスを搭載する場合 

接続に使用する SCSI コント□ーラと SCSI ケーブルは別売です。別売の SCSI ケーブル ( K 410- 
68 A (00)) に SCSI 接続の終端をするためのコネクタが取り付けられている場合は、 5.25 型デバ 
イスの終端の設定を無効にしてください。 



SGPIO ケーブル LED ケーブル 

SATA ケーブル 


5.25型 
デパイスベイ 


HDD ケージ 
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電源ケープル 


電源ケーブルの接続例を示します。ここに示す電源ケーブル以外は本装置では使用しません。 

• 非冗長電源搭載時の場合 

- Fixed ハードディスクドライブを接続した場合 



- 増設 HDD ケージを接続した場合 
















































































264 ケーブル接続 


冗長電源搭載時の場合 

- Fixed ハードディスクドライブを接続した場合 


P2* P16* P15* 


こ 


P4 

P9* 

P10*. 



- 電源ケーブル - SATA 電源ケーブル 

* 未使用コネクタ 

一増設 HDD ケージを接続した場合 

P2* P16* P15* 



12 
p P 


電源ケーブル 


未使用コネクタ 













































































ハードウェア編 265 


システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説明します。 

導入時やオプションの増設/取り外し時にはここで説明する内容をよく理解して、正しく設定 
してください。 

SETUP はハードウエアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するよラな場合など必 
要に応じて使用してください。 


_"〇 • SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってく 
Bta ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の 2 つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP を起動した場合、すべての項目の変更が 
できます。 「 Supervisor 」 のパスワードが設定されている場合、 
ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目が限られ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!-ールする前にバスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のバージヨンがインス!-ールされています。このため 
設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Exit メニューまたはく Esc 〉、 く F 1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場合 
には SETUP の設定が正しく更新されないことがあります。 






266 システム BIOS のセツトアップ （ SETUP ) 



本体の電源を〇 N にするとディスプレイ装置の画面に POST (PowerOn Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、 < Esc > キーを押してください。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press < F 2> to enter SETUP or Press < F12> to Network 


ここでく F 2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


EnterpasswordU H 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 

V > 7 / パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 

「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更でき 
る設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 



現在表示しているメニューを示す 


サブメニューが 
あることを示す 


オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


設定項目 


パラメ 


•夕（選択すると文字が反転する*) 


キーの 機能説明 


* 自動的にコンフィグレーションされたものや検出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


□ 力ーソルキー （t 、I ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

n カーソルキー （― 、 — ） 

Main や Advanced、Security、Server , Boot、Exit などのメニューを選択します。 


□ <_> キー/ <十> キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ <Ente「> キー 


選択したパラメータの決定を行うときに押します。 


n <Esc> キー 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「Exit」 メニューに進みます。 


□ <1=9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

□ <F10>+- 


設定したパラメータを保存して SETUP を終了します。 












268 システム BIOS のセットアップ （ SETUP ) 


設定例 


次にソフトウェアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
をホします。 


日付 • 時刻関連 


rMain」—fSystem lime」、「System Date 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」—「 AC - LINK」—「Power OnJ 

- P 〇 WER スイッチを使って〇 FR こしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
〇 FF のままにする 

「 Server 」—「 AC - LINK」—「Last State 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」—「 AC - LINK」—「Stay Off 」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」— 起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

rAdvanced 」 一 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 一 「 Enabled 」 

「 NEC 」 ロゴの表示中に < Esc > キーを押しても表示させることができます。 

リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデ ' 厶か b : I Advanced」— [Advanced Chipset ControlJ 

— r \ A/akeon Ring 」—「 Enabled 」 

RTC のアラームから： 「 Advanced」—「Advanced Chipset ControlJ 

— rWake on RTC Alarm 」—「 Enabled 」 

HW コンソール端末から制御する 

「 Server」 ^ 「Console Redirection 」— それぞれの設定をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「 Advanced」— 「Memory Configuration」—「DIMMn Status 」— 表示を確認する 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよラ 
に対応しています。 



メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 


「 Advanced」— 「Memory Configuration」—「Memory Retest 」—「 Yes 」 —再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「 Main」—「Processor Settings 」— 表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上図のように対応 
しています。 


キーポー ド関連 


Numlock を設定する 

「 Advanced 」—「 NumLock」—fOnJ (有効）/ fOffJ (無効：初期値) 


イベント□グ関連 


イベントログをクリアする 

「 Server 」 一 「Event Log Cormguratiori 」 一 fClear All Event Logs 」 一 「 Enter 」 一 「 Yes 」 














































































270 シス 亍 A BIOS のセツトアップ (SETUP) 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

「Security」—「Set Supervisor Password」 —パスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor）、 ューザーパスワード (User) の順に設定します 


外付けデバイス関連 


I/O ポー トに対する設定をする 

「Advanced」—「Peripheral Configuration」— それぞれの l /〇ポートに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」—「PCI Configuration」 —それぞれのデバイスに対して設定をする 

RAID コント□ーラを取り付ける 

「Advanced」—「PCI Configuration」—「PCI Slot n Option ROM」—「Enabled」 
n: PCI ス□ツトの番号 

八ー ドウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」—「Reset Configuration Data」—「Yes」 —再起動するとクリアされる 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存して SETUP を終了する 

「Exit」 ^ 「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄して SETUP を終了する 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合があります) 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

現在の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Save Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Discard Changes」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保存する 

「Exit」 一 rSave Custom Defaults」 

カスタムデフオルト値を□ー ドする 

「Exit」 一 「Load Custom Deraults」 
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バラメータと説明 


• Main メニュー（-272ページ） 

• Advanced メニュー（-275ページ） 

• Security メニュー（- *^280 ページ） 

• Server メニュー （—284 ページ） 

• Boot メニュー（—292ページ） 

• Exit メニュー （—293 ページ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を説明 
をします。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 



Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて IDE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行 
います。 

SATA Port 0 

SATA Port 1 

SATA Port 2 

SATA Port 3 

SATA Port 4 

SATA Port 5 


それぞれのチャネルに接続されているデバ 
イスの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

出荷時の設定のままにしておいてください。 

Processor Settings 

— 

プロセッサ (CPU) に関する情報や設定をする 
画面を表示します （273 ページ参照)。 

Language 

[English ] 

Frangais 

Deutsch 

Espanol 

Italiano 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 
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wO BIOS のノ V ° ラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1 0° C 〜 35 °C • 湿度： 20%〜 
80%)から外れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 


Processor Settings サブ’メニュー 

Main メニューで 「Processor Settings」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Main ■ 


Processor Settings 


Item Specific Help 

Processor Speed Setting: 

2260 MHz 

Select 'Yes' , BIOS 
will clear historical 

Processor 1 CPUID: 

000106 A4 

processor status and 

Processor 1 L2 Cache: 

1024 KB 

retest all processors 

Processor 1 L3 Cache: 

8192 KB 

on next boot. 

Active Processor Cores: 

IM__I 


Hyper-Threading Technology: 

[Enabled] 


Execute Disable Bit: 

[Enabled] 


Intel SpeedStep(R) Technology: 

[Enabled] 


Turbo Boost Technology: 

[Enabled] 


Cl Enhanced Mode: 

[Enabled] 


Virtualization Technology: 

CEnabLedD 


Hardware Prefetcher: 

[Enabled] 


Adjust Cache Line Prefetch : 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Speed Setting 


搭載しているプロセッサのクロック速度を 
表爪します 0 

Processor 1 CPU ID 

数値 (Oxxx) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプロセッサ 1 の D を示します。 
「 Disabled 」 はプ □ セッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付けられていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L2 Cache 


プロセッサ 1 の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L3 Cache 


プロセッサ 1 の三次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Active Processor Cores 

[ALL] 

1 

2 

プ □ セッサ内部の有効な Core 数を設定しま 
す。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[Enabled] 

1 つの物理 CPU を 2 つの論理 CPU として見せ 
て動作する機能です。本機能をサポートし 
たプロセッサが搭載された場合にのみ表示 
され、設定できます。 

Execute Disable Bit 

Disabled 

[Enabled] 

Execute Disable Bit 機能をサボートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうかを設定します。 

Intel SpeedStep(R) 
Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプ□セッサが提供する SpeedStep 
機能の有効 / 無効を設定します。 

本機能をサポートしたプロセッサが搭載さ 
れた場合にのみ表示され、設定できます。 

Turbo Boost Technology 

Disabled 

[Enabled] 

Intel ® Turbo Boost Technology 機能の 
有効 / 無効を設定します。 

本機能をサボートしたプロセッサが搭載さ 
れた場合にのみ表示され、設定できます。 

Cl Enhanced Mode 

Disabled 

[Enabled] 

C 1 Enhanced モードの有効/無効を設定しま 
す。 

Virtualization Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプロセッサが提供する「仮想化技 
術」の機能の有効 / 無効を設定します。 

Hardware Prefetcher 

Disabled 

[Enabled] 

J\- ドウェアのプリフェッチャの有効/無効 
を設定します。 

Adjacent Cache Line 
Prefetch 

Disabled 

[Enabled] 

メモリがらキャッシュへのアクセスの最適 
化の有効 / 無効を設定します。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「Advanced」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Ente「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memory Corvnguration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

[Off] 


Memory Error: 

[Boot] 



FI Help f | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[Disabled] 

Enabled 

「 Enabled 」 に設定すると、 P 〇 ST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設定する 
と NEC ロゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は [Disabledj に設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(P 〇 ST で記憶している 
システム情報 ) をクリアするときは 「 Yes 」 

に設定します。装置の起動後にこのパラ 
メータは 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

On 

[Off 」 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory Error 

[Boot] 

Halt 

POST を実行中、メモリリソースにおいて縮退 
エラーが発生している際に、 POST の終わりで 
一旦停止するかどうかを設定します。 

本設定は、 「 Server 」 メニューの l"P0ST Error 
Pause 」 が 「 Enabled 」 に設定されているとき 
に有効となります。 

本項目が 「 Boot 」 に設定されていても、全て 
のリソースで縮退が発生している場合は POST 
の終わりで停止します。 


[]： 出荷時の設定 


_"〇 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定すると、ブートデバイスの情報 
Bta もクリアされます 。 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定する前に、 
必ず設定されているブートデバイスの順番を記録し、 Exit Saving Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Memory Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced I 


Memory Configuration 

Item Specific Help 

Installed memory: 

2048 MB 


Enables DIMM sparing 

Available under 4GB: 

2048 MB 


feature- 

DIMM1 Status 


Normal 



DIMM2 Status 


Normal 



DIMM3 Status 


Normal 



DIMM4 Status 


Normal 



DIMM5 Status 


Normal 



DIMM6 Status 


Normal 



Memory Retest: 

[No] 



Extended RAM 

Step: 

[Disabled] 

r 


FI Help 

个 i Select 

Item - /+ Change Values 

F9 Setup Defaults 


Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Installed memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Available under 4GB 

— 

4GB 以下の領域で使用可能なメモリ容量を 
表示します（表示のみ)。 

DIMM 1-6 Status 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

Error 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
「Not Installed 」 はメモリが取り付けられて 
いないことを、 「 Error 」 はメモリの強制起動 
を示します（表示のみ)。 

表示と DIMM ソケットは同じ名称になってい 
ます。 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

メモリの エラー 情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM に対してテストを行いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
に「 N0 」に切り替わります。 

Extended RAM Step 

1MB 

1KB 

Every Location 
[Disabled] 

T1MB 」 は 1M 単位にメモリテストを行いま 
す。 「 1KB 」 は 1K 単位にメモリテストを行い 
ます 。 「Every Location 」 はすべてにメモリ 
テストを行います。メモリテスト中はス 
ぺースキーのみ有効となりく F2> 、 く F4 >、 
<F12> 、 く Esc> キーは無視されます。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration サブメニュー 


Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Enter〉 キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard Video Controller 

Additional setup 

► Onboard LAN 1 


menus to configure 

► Onboard LAN 2 


onboard Video 



controller. 

PCI Slot 1Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 2 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 3 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 4 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 5 Option ROM 

[Enabled] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1-5 Option ROM 

[Enabled] 

Disabled 

PCI ス□ツトに接続している PCI ボード上の才 
プシヨン ROM の展開を有効にするか無効にす 
るがを設定します。 


[]： 出荷時の設定 


■"〇 RA 旧コント□ーラや LAN ポード(ネットワークブート )、 Fibre Channel コン 
Bta 卜□ーラで、 0 S がインス!-ールされたハードディスクドライブを接続しない 

場合は、その PCI ス□ットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 に設定して 
ください。 


Onboard Video Controller サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard VGA Option ROM 
Scan 

[Auto] 

Fource 

オン ボー ド上のビデオコント ローラの ROM 
展開を自動にするか強制的にするかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 


Onboard LAN 1/2サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 1/2 

Disabled 

オンボード上の LAN コントローラ 1/2 の有効 


[Enabled] 

/無効を設定します。 

LAN Controller 1/2 Option 

[Enabled] 

オンボード上の LAN コント□ーラ 1/2 の 

ROM Scan 

Disabled 

BIOS の展開の有効/無効を設定します。 

PXE/iSCSI Select 

[PXE] 

オンボード上の LAN 1/2 のプート方法を設定 


iSCSI 

します。 


[]： 出荷時の設定 
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Peripheral Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 


Peripheral 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 


Configure Serial Port 

Base I/O address: 

[3F8h] 

using options: 

Interrupt : 

[IRQ 4] 


Serial Port B: 

[Enabled] 

[Disabled] 

Base I/O address: 

[2F8h] 

No configuration 

Interrupt : 

[IRQ 3] 

[Enabled] 

SATA RAID: 

[Disabled] 

User connguration 


FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



ItO 害!!り込みベース I / O アドレスが他と重複しないように注意してください。設定 

した値が他のリソースで使用されている場合は黄色の 「* J が表示されます。 
黄色の「*」が表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

[3 F 8 h ] 

2 F 8 h 

3 E 8 h 

2 E 8 h 

シリアルポート A のためのペース l /〇アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4} 

シリアルポート A のための割り込みを設定し 
ます。 

Serial Port B 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート B の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

3 F 8 h 

[2 F 8 h ] 

3 E 8 h 

2 E 8 h 

シリアルポート B のためのペース l /〇アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート B のための割り込みを設定し 
ます。 

SATA RAID 

[ Disabled ] 

Enabled 

RAID ジャンパの RAID 構成有効/無効を表示 
します（表示のみ)。 

RAID ジャンパについては、 「 RAID システム 
の有効化」（305ページ）を参照してくださ 
い0 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control サブメニュー 


Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control」 を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Multimedia Timer: 


EnabLe/DisabLe 

Multimedia Timer (HPET). 

Intel CR) VT-d: 

[Enabled] 


Wake On LAN/PME: 

[Enabled] 


Wake On Ring: 

[Disabled] 


Wake On RTC Alarm: 

[Disabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

Disabled 

[ Enabled ] 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Intel ( R ) VT-d 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルチップセットが提供する rlntel ( R ) 
Virtualization Technology for Directed I / O 」 
の有効/無効を設定します。この機能に対応 
しているプロセッサの場合に表示されます。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムクロックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


wO Wake On Ring 機能のご利用環境において、本体への AC 電源の供給を停止し 
た場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Ring 機能を利 
用することはできません。 Power スイッチを押下してシステムを起動してくだ 
さい。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管理 
チップ上の Wake On Ring 機能が有効となりません。 
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Security 

力ーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。項目の前 
に「►」がついているメニューは、選択してく Enter〉 キーを押すとサブメニューが表示されま 
す0 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


User Password Is: 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is: 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 


controls access to the 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

setup utiLity. 

Password on boot : 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled] 


Disable USB Ports: 

[Disabled] 


► Security Chip Configuration 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter〉 キーを押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 


• 「User Password 」 は 、 「Supervisor Password 」 を設定していない 
と設定できません。 

• 0 S のインス I -ール前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


Security メニューで設定できる項目とその機能を示します。 「Security Chip Configuration」 
は選択後、 <Ente「> キーを押してサブメニューを表示させてから設定します。 


項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

ユーザーパスワードが設定されているかど 


Set 

うかを示します（表示のみ)。 

Supervisor Password Is 

Clear 

スーパーバイザパスワードが設定されてい 


Set 

るかどうかを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスに制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 でログ 
インしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

く Enter 〉 キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 

Password on boot 

[Disabled] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を行う/行わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[Normal] 

Write Protect 

IDEA- ドディスクドライプに対する書き込 
みを防ぎます。本装置では IDE 八ードディス 
クドライプをサポートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[Disabled] 

Enabled 

パワースイッチの抑止機能を有効にするか 
無効にするかを設定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効にで 
きません。 

Disable USB Ports 

[Disabled] 

Front 

Rear 

Internal 

Front + Rear 

Front + Internal 

Rear + 1 门 terneil 

Front + Rear + Internal 

USB ポートの有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Security Chip Configuration サブメニュー 

Security メニューで 「SecurityChip Configuration 」 を選択し、く Ente 「> キーを押すと以下の 
画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

匪 :】 Security I 


Security Chip Configuration 

Item Specific Help 

TPM Support: [Enabled] 

Current TPM State: Deactivate & Disable 

Change TPM State: [No Change] 



FI Help f | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Supprt 

[Disabled] 

Enabled 

TPM 機能の有効/無効を設定します。 
「Supervisor Password」 を設定すると選択 
可能になります。 

Current TPM State 


現在の TPM 機能の状態を表示します。 

「TPM Support」 が Enabled 設定時のみ表示 
されます。 

Change TPM State 

[No Change] 

Enable & Activate 
Deactivate & Disable 
Clear 

TPM 機能を変更します。 

「TPM Support」 が Enabled 設定時のみ表 
示 • 選択可能です。 


[]： 出荷時の設定 
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詞"〇 「Change TPM State 」 で [No Change ] 以外のパラメータを選択し 、 TPM 
State の変更を行う場合、本装置再起動後の POST の終わりにパスワード入力 
画面が表示されます 。 Supervisor Password を入力すると以下のメッセージ 
が表示されます。設定変更を行うためには Execute を選択してください。 


Enable & Activate が選択された場合： 


Physical Presence 

operations 

TPM configu ra tion 

change was requested to 

State: Enable 

S Activate 

Note: 

This action will 

switch on the TPM 

Reject 


Execute 



Deactivate & Disable が選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State: Deactivate S Disable 

Note: 

This action will switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security applications 
that rely on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 


Clear が選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM coniigu ra tion change was requested to 
State: Deactivate S Disable 

Note: 

This action will switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security applications 
that rely on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 
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Server 

カーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。項目の前に 
「►」がついているメニューは、選択してく Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

卜 Event Log Configuration 


menus to view server 
management features. 

FRB-2 Policy: 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring: 

[Disabled] 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

[ 20] 


Platform Event Filtering: 

[Enabled] 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit 卜 Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Serve 「メニューで設定できる項目とその機能を示します。 「System Management」 と 
「Console Redirection」 、「巳 MC LAN Configuratiord 、 「Event Log Configuration」 は選手尺 
後、 <Ente「> キーを押してサブメニューを表示させてから設定します。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

FRB-2 Policy 

Disable FRB2 Timer 
[Retry 3 Times] 

Always Reset 

BSP で FRB レベル 2 のエラーが発生したとき 
のプロセッサの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
トールしていない〇 S から起動する場合には、 
この機能を無効にしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times ] 

Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 times ] に設定すると、タイ厶アウト 
の発生後にシステムをリセットし、〇 S 起動 
を3回まで試みます。 

[Always Reset ] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に〇 S 起動を常に試みます。 

* システムにサービスパーティシヨンが存 
在しない場合は、システムパーティシヨ 
ンがら〇 S 起動を無限に試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効にすると、温度の異常を検出した 
場合に POST の終わりでいつたん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
口ーラ）に割り込みラインを割り当てるか 
どうかを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 

P 〇 ST の終わりで POST をいつたん停止する 
がどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time ( Sec ) 

[20]- 255 

DC 電源を〇 N にするディレイ時間を2◦秒が 
ら255秒の間で設定します。 AC - LINK で 
「Last State 」 または 「 Power 〇 n 」 に設定 
している場合に有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 


「AC-LINK」 の設定と本装置の AC 電源が OFF になつてから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源〇 FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FR こします〇 


W - O 無停電電源装置 ( UPS ) を利用して自動運転を行う場合は 「 AC - LINK 」 の設定 
を 「Power On 」 にしてください 0 
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System Management サブメニュー 

Serve 「メニューで 「System Management」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 

PhoenixBIOS Setup Utility 



FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 
Console Redirection サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Revision 


BIOS のレビジョンを表示します（表示の 

み)〇 

Board Part Number 


本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 


本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 


本装置のシスァムの部品番号を表します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 

— 

本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の筐体の部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Chassis Serial Number 


本装置の筐体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN 1 MAC 
Address 


標準装備の LAN ポート1の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Onboard LAN 2 MAC 
Address 


標準装備の LAN ポート2の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 

— 

管理用 LAN ポートの MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

BMC のデバイス D を表示します（表示の 

み)〇 

BMC Device Revision 


BMC のレビジョンを表示します（表示の 

み)〇 

BMC Firmware Revision 


BMC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

SDR Revision 


センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します（表示のみ)。 
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Console Redirection サブメニュー 

Serve 「メニューで 「Console Redirection」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port: 

Baud Rate: [19.2K] 

Flow Control: [CTS/RTS] 

Terminal Type: [VT100+] 

Continue Redirection after POST : [Enabled] 

Remote Console Reset : [Disabled] 

Selects the Serial port 
to use for Console Redi- 

rection. 

H DisabLed" completely 
disables Console Redire- 

ction. 


FI Help f 4 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートが 
ら ESMPRO/ServerManager やハイパー 
ターミナルを使った管理端末からのダイレ 
クト接続を有効にするが無効にするかを設 
定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 K ] 

38.4 K 

57.6 K 

115.2 K 

接続するハードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するボーレートを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[ CTS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT - UTF 8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Continue Redirection after 
POST 

Disabled 

[ Enabled ] 

コンソールリダイレクションを POST 終了後 
に継続して実行する機能の有効/無効を設定 
します。 

Remote Console Reset 

[ Disabled ] 

Enabled 

接続しているハードウエアコンソールから 
送信されたエスケープコマンド （ EscR ) に 
よるリセットを有効にするかどうかを選択 
します。 

「 ESMPRO / ServerManager 」 を使用した管 
理端末からの接続時には、本機能は設定に 
関わらず常に有効となります。 


[]： 出荷時の設定 
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BMC LAN Configuration サブメニュー 

Serve 「メニューで 「BMC LAN Configuration」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。 

マネージメント専用 LAN は管理専用の LAN です。その他の LAN として使用す 
ることはできません。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server I 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Shared BMC LAN 

[ Disabled ] 

Enabled 

マネージメント専用 LAN ポートを使用する 
場合には 「 Disabled 」 に設定します。 
「 Enabled 」 に設定すると、 LAN 2 を通常の 
LAN と共有してマネージメント専用 LAN と 
しても使用することができます。 「 Enabled 」 

に設定した場合、マネージメント専用 LAN 
は使用できません。 

LAN Connection Type 

[Auto Negotiation ] 

1 ◦〇 Mbps Full Duplex 
100 Mbps Half Duplex 
10 Mbps Full Duplex 
10 Mbps Half Duplex 

マネージメント専用 LAN のコネクションタ 
イプを設定します。 

IP Address 

[192.168.001.001] 

マネージメント専用 LAN の IP アドレスを設定 
します。 

Subnet Mask 

[255.255.255.000] 

マネージメント専用 LAN のサブネットマス 
クを設定します。 

Default Gateway 

[〇〇〇.〇〇〇.〇〇〇.〇〇〇] 

マネージメント専用 LAN のゲートウェイを 
設定します。 

DHCP 

[ Disabled ] 

Enabled 

[ Enabled ] に設定すると、 DHCP サーバか 
ら IP アドレスを自動的に取得します。 IP アド 
レスを設定する場合には、 [ Disabled ] に設 
定します。 

Web Interface 

— 

— 

HTTP 

[ Disabled ] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTP による通信を 
使用する場合には [ Enabled ] に設定してく 
ださい。 
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項目 

パラメータ 

説明 

HTTP Port Number 

[80] 

マネージメント専用 LAN が HTTP による通信 
の際に使用する TCP ポートナンバーを設定 
します。 

HTTPS 

[ Disabled ] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTPS による通信 
を使用する場合には [ Enabled ] に設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

マネージメント専用 LAN が HTTPS による通 
信の際に使用する TCP ポートナンパーを設 
定します。 

Command Line Interface 

— 

— 

Telnet 

[ Disabled ] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 
Telnet 接続による通信を使用する場合には 
[ Enabled ] に設定してください。 

Telnet Port Number 

[23] 

Telnet 接続による通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

SSH 

[ Disabled ] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 

SSH 接続による通信を使用する場合には 
[ Enabled ] に設定してください。 

SSH Port Number 

[22] 

SSH 接続による通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

Clear BMC Configuration 

[ Enter ] 

[ Enter ] を押し、 [ Yes ] を選択すると、 

BMC Configuration を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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Event Log Configuration サブメニュー 


Serve 「メニューで 「Event Log Configuration」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押す 
とサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server | 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Setup Notice 

If you select "System Event Log" menu below, it 
may take a few minutes to display. 

► System Event Log 

Auto Clear Event Logs: CDisabLed] 

Clear ALL Event Logs: CEnter] 

Display the System 

Event Log 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Auto Clear Event Logs 

Enabled 

[ Disabled ] 

「 Enabled 」 に設定するとエラーログエリア 
が Full になったときに自動でクリアします。 

Clear All Event Logs 

Enter 

< Ente 「> キーを押すと確認画面が表示され、 
「 Yes 」 を選ぶと保存されているエラーログ 
を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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System Event Log サブメニュー 

Serve 「メニューの 「Event Log Configuration」 で 「System Event Log」 を選択すると、以 
下の画面が表示されます。 

以下はシステムイベントログの例です。 

記録されているシステムイベントログは<1〉キー/<个>キー、< + >キー / <-> キー、く 
Home> キー/く End> キーを押すことで表示できます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server I 


System Event Log 


SEL Entry Number = 
SEL Record ID = 

SEL Record Type = 
Timestamp = 
Generator Id = 

SEL Message Rev = 
Sensor Type = 

Sensor Number = 

SEL Event Type = 
Event Description = 
SEL Event Data = 


1/121 

0904 

02 - System Event Record 
2007/08/05 10:58:28 
20 00 
04 

12 - System Event 
87 - System Event 
6F - Sensor specific 
OEM System Boot Event 
418F FF 


Item Specific Help 


This is an entry 
The System Event Log. 

Eyes used to view. 

Up arrow : Newer SE し 
Down arrow :0Lder SEL 

<->:Newer SEL 
<+>:0Lder SEL 

Home:Newer SEL 
End :0Lder SEL 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



登録されているシステムイベントログが多い場合、表示されるまでに最大2分 
程度の時間がかかります。 



Clear BMC Configuration の注意事項 

• BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については BIOS セツトアツ 
プユーテイリテイの Load Setup Default を実行してもデフオルトに戻 
りません（デフオルトに戻すには Clear BMC Configuration を実行し 
て < ださい）。 

• Clear BMC Configuration 実行後の初期化が完了するまでには数十秒 
程度かかります。 

• 本体装置にバンドルされている管理ソフト 「 ESMPRO/ServerAgent 
Extension 」 をご使用の場合は、 ESMPRO/ServerAgent 
Extension で設定された項目も Clear BMC Configuration の操作にて 
クリアされます。 

ESMPRO/ServerAgent Extension をご使用の場合には、本操作を行 
う前に ESMPRO/ServerAgent Extension の設定情報のバツクアツ 
プを行ってください。 
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Boot 

力ーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されます。 



起動デパイスとして登録されていないデパイス 


起動デパイスとして登録されたデパイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDROM 

USB CD-R 〇 M ドライプ 

IDE CD 

ATAPI の CD-ROM ドライブ（本体標準装備の光ディスクドライブなども含む） 

USB FDC 

USB フロッピーディスクドライプ 

USB KEY 

USB フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

本体標準装備のハードディスクドライプ 

USB HDD 

USB ハードディスクドライブ 

PCI SCSI 

本体標準装備のハードディスクドライブ 

RAID システム構成の場合は 「Software RAID」 と表示します。 

PCI BEV 

IBA GE Slot xxxx :本体標準装備の LAN。「Slot 00C8J が LAN1 、 「Slot 1100」 

が LAN2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカードに接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. BIOS は起動可能なデバイスを検出すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデバイスから起動させるためにはそのデバイスを 
起動デノ\'イスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デバイスを選択後して <X> キーを押すと、選択したデバイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デバイスを登録済みの場合は <X> キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

3. < t >キー/<丨 >キーと<十>キー/<_>キーで登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更できます。 

各デバイスの位置へ< 丨 >キー^/<丨〉キーで移動させ、<十〉キー/<_〉キーで優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

力ーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューの各オプションについて以下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 
ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

次に 「Save before exiting?」 の確認画面が表示され、ここで、 「No」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 「Yes」 を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 
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Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load Setup 
Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに 
戻ります。 fNoJ を選択すると Exit メニューに戻ります。 


wO モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値が異なる場合があります。こ 
の項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直す 
必要があります。 


Load Custom Deraults 

このメニューを選択して <Ente「> キーを押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□ー ド 
します。カスタムデフオルト値を保存していない場合は、表示されません。 


Save Custom Defaults 

このメニューを選択してく Ente「> キーを押すと、現在の設定値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保存すると fLoadCustom Defaults」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます。 Discard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、以前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます。 Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CM 〇 S メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
よす。 
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U セツトとクリア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を出荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 


■ J セツ 


〇 S が起動する前に動作しなくなったときは、 <ct「l> キーと <Alt> キーを押しながら、 <Delete> 
キーを押してください。リセットを実行します。 


wO リセ ッ トは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
まいます。ハングアップしたとき以外でリセットを行うときは、本装置がなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


〇 S からシャットタ'ウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を〇 FR こで 
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に〇 FF になります。（電 
源を再び ON にするときは、電源〇 FF から約30秒ほど待ってから電源を〇 N にしてください。） 


胃"〇 リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
Bto OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 













296 リセットとクリア 


CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「SETUP」 では、本装置内部のデータを第三者が 
ら保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す0 


• CMOS メモリの内容をクリアすると BIOS セツトアツプユーテイリテイ 
の設定内容がすべてデフオルトの設定に戻ります。 

• その他のジャンパの設定は変更しないでください。装置の故障や誤動作 
の原因となります。 


マザーボード 


パスワードの保持/クリア用ピン 
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次にクリアする方法を示します。 



警告 


A A 

▲② 

㉞⑩ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを抜かずに取り扱わない 



A 注意 



A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 


_"〇 本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分な 
どに触れて身体の静電気を逃がしてから取り扱ってください。内部の部品や部 
品の端子部分を素手で触らないでください。静電気に関する説明は194ページ 
で詳しく説明しています。 

• CMOS のクリア 


1 . 195ページを参照して準備をする。 

2. 196ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 

3. ジャンパスイッチの設定を「保持」から「クリア」に変更する。 

前ページの図を参照してください。 

4. 5秒ほど待ってジャンパスイッチの設定を元に戻す。 

5. 本体を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押す。 

6. 電源コードを接続して本体の電源を ON にする。 

7. POST 中にく F 2> キーを押して BIOS セットアップユーテイリテイを起動して設定 
し直す。 
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• パスワードのクリア 

1 . < CMOS のクリア〉の1〜5の手順同様にノ（スワードクリアのジャンノ（スイッチの 
設定を変更する。 

2. 取り外した部品を元に組み立て、 POWER スイッチを押す。 

3. く F 2> キーを押して BIOS セットアップユーテイリテイを起動してノ（スワード設定 
し直して 「Exit Saving Changes 」 を実行する 0 

4. 電源を落とし、ジャンノ（スイッチを元に戻す。 

5. 再度、本体を元通りに組み立てる。 


割り込みライン 


割り込みラインは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コン ト□ー ラ） 

IRQ 

周辺機器（コン ト□ー ラ） 

〇 

システムタイマ 

12 

— 

1 

— 

13 

数値演算プロセッサ 

2 

— 

14 

— 

3 

COM 2シリア ルポー ト 

15 

— 

4 

COM 1シリア ルポー ト 

16 

LAN 1, VGA 

5 

— 

17 

— 

6 

— 

18 

LAN2 

7 

— 

19 

SATA 

8 

リアルタイムクロック 

20 

USB 

9 

ACPI Compliant System 

21 

— 

10 

SM Bus 

22 

— 

11 

マザーボードリソース 

23 

— 
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RAMD システムのコンフイ グレーシヨ ン 

ここでは、本体装置のオンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAD™) を使用 
して、内蔵のハードディスクドライブを RAID システムとして使用する方法について説明しま 
す。オプションの RAID コント□—ラ （N 8103 -128/ 129/130/ 134) による RAID システムの 
使用方法については、オプションに添付の説明書などを参照してください。 


RA 旧について 


RAID の概要 

RAID (Redundant Array of Inexpensive Disks ) とは 

直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、八ードディスクドライブを複数まとめて扱ラ技 
術のことを意味します。 


つまり RAID とは複数のハードディスクドライブを1つのディスクアレイ（ディスクグループ) 
として構成し、これらを効率よく運用することを言います。これにより単体の大容量ハード 
ディスクドライブより高いパフォーマンスを得ることができます。 

オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAD™) では、1つの ディスク グルー 
プを複数の論理ドライブ(バーチャルディスク)に分けて設定することができます。 

これらの論理ドライブは、〇 S からそれぞれ1つのハードディスクドライブとして認識されま 
す。〇 S からのアクセスは、ディスクグループを構成している複数のハードディスクドライブ 
に対して並行して行われます。 

また、使用する RAID レベルによっては、あるハードディスクドライブに障害が発生した場合 
でも残っているデータやパリティからリビルド機能によりデータを復旧させることができ、高 
い信頼性を提供することができます。 
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RAID レベルについて 


RAID 機能を実現する記録方式には、複数の種類(レベル)が存在します。その中でオンボードの 
RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID™) がサボートする RAID レベルは、 「RAID 〇」 
「RAID 1」 「RAID 10」です。ディスクグループを作成する上で必要となるハードディスクドラ 
イブの数量は RAID レベルごとに異なりますので、下の表で確認してください。 


RA 旧レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID 0 

1 

4 

RAID 1 

2 

2 

RAID 10 

4 

4 




各 RAID のレベル詳細は、 「 RAID レベル」 （302 ぺージ）を参照してくださし、。 


ディスク グループ (Disk Group) 

ディスクグループは複数のハードディスクドライブをグループ化したものを表します。設定可 
能なディスクグループの数は、ハードディスクドライブの数と同じ数です。 

次の図はオンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID™) にハードディスクド 
ライブを3台接続し、3台で1つのディスクグループ (DG) を作成した構成例です。 


RAID コント□ーラ 



ハードデイスク 
ドライブ1 


ハードデイスク ハードデイスク 

ドライブ2 ドライブ3 


(36GB) (36GB) (36GB) 
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バーチャルディスク (Virtual Disk) 

バーチャルディスクは作成したディスクグループ内に、論理ドライブとして設定したものを表 
し、〇 s からは物理ドライブとして認識されます。設定可能なバーチャルディスクの数は、ディ 
スクグループ当たり最大16個、コント□ーラ当たり最大64個になります。 

次の図はオンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAD™) にハードディスクド 
ライブを3台接続し、3台で1つのディスクグループを作成し、ディスクグループに RAID0 の 
バーチャルディスク (VD) を2つ設定した構成例です。 

RAID コント□ーラ 


DG0 容量 108GB 



^- 

k - -- 


^- 

^— _^ 


^- 

k - -^ 


r - ■ 

VD0-1 

20GB 

^-^ 


VD0-2 

2〇 GB 

--^ 


VD0-3 

2〇 GB 

s -^ 

VDO (RAID0) 
容量 60GB 

-- 

VD1-1 

16GB 


VD1-2 

16GB 


VD1-3 

16GB 

^^ 

VD1(RAID0) 
容量 48GB 


ハードデイスク 
ドライブ1 
(36GB) 


ハードディスク 
ドライブ2 
(36GB) 


ハードデイスク 
ドライブ3 
(366B) 


ホットスワップ 

システムの稼働中にハードディスクドライブの脱着(交換)を手動で行うことができる機能を 
ホットスワップといいます。 


ホツトスペア （Hot Spare) 

ホットスペアとは、冗長性のある RAID レベルで作成したディスクグループを構成するハード 
ディスクドライブに障害が発生した場合に、代わりに使用できるよラに用意された予備のハー 
ドディスクドライブです。ハードディスクドライブの障害を検出すると、障害を検出した 
ハードディスクドライブを切り離し(オフライン）、ホットスペアを使用してリビルドを実行し 
ます。 
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RAID レベル 

オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAD™) がサポートしている RAD レ 
ベルについて詳細な説明をします。 

オンボードの RAID コント□—ラ （LSI Embedded MegaRAID™) がサポートする RAID レベル 
は、 「RAID 〇」 「RAID 1」 「RAID 10」です。 


RAID レベルの特徴 

各 RAID レベルの特徴は下表の通りです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID 0 

ストライビング 

なし 

ディスク2台以上で構成されている場合、 
データ読み書きが最も高速 
容量が最大 

容量=八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

X 八ードディスクドライブ台数 

RAID 1 

ミラーリンク' 

あり 

八 ー ドディスクドライプが2台必要 
容量=八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

RAID 10 

RAID 1のストライビング 

あり 

八ードディスクドライプが4台以上必要 
容量=八 ー ドディスクドライブ1台の容量 
x (ハードディスクドライブ台数 +2) 
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「 RAID0 」 について 


データを各ハードディスクドライブへ分散して記録します。この方式を「ストライビング」と 
呼びます。 


図ではストライプ1(ハードディスクドライブ1)、ストライプ2(ハードディスクドライブ2)、ス 
トライプ3(ハードディスクドライブ 3) • • •というようにデータが記録されます。すべての 
ハードディスクドライブに対して一括してアクセスできるため、最も優れたディスクアクセス 
性能を提供することができます。 


_"〇 RAID 0 はデータの冗長性がありません。ハードディスクドライブが故障する 
Bfa とデータの復旧ができません。 


RAID コント□ーラ 




、 ^ ン 


ご ^ 

ハード 
テイスク 
ドライブ1 


ハード 
テイスク 
ドライブ2 


ハード 
デイスク 
ドライブ3 


ストライプ1 


ストライプ2 


ストライプ3 




ストライプ4 


ストライプ5 


ストライプ6 


fRAIDlJ について 


1つのハードディスクドライブに対してもう1つのハードディスクドライブへ同じデータを 
記録する方式です。この方式を「ミラーリング」と呼びます。 

1台のハードディスクドライブにデータを記録するとき同時に別のハードディスクドライブ 
に同じデータが記録されます。一方のハードディスクドライブが故障したときに同じ内容が 
記録されているもう一方のハードディスクドライブを代わりとして使用することができるた 
め、システムを夕'ウンすることなく運用できます。 


RAID コント□ーラ 




ハード 
ディスク 
ドライブ1 



八ード 
テイスク 
ドライブ2 

V _〆 


ストライプ1 


ストライプ1 



ストライプ2 


ストライプ2 
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「 RAID 10 」について 

データを2つのハードディスクドライブへ「ミラーリング」方式で分散し、さらにそれらのミ 
ラーを「ストライビング」方式で記録しますので、 RAID0 の高いディスクアクセス性能と、 
RAID1 の高信頼性を同時に実現することができます。 



RAID コント□ーラ 








1 1 

1 1 

1 1 


^- ノ 


、 - ノ 


ぐ ^ 

^- ノ 


— ^ x 

s -^ 

八ード 
テイスク 

ドライブ1 

- ン 


ハード 
デイスク 

ドライブ2 

- ン 


ハード 
デイスク 

ドライブ3 

- ン 


八ード 
テイスク 
ドライブ4 

<- ノ 


ストライプ1 


ストライプ3 


ストライプ5 


▲ 


RAID 1 - 


本 



ストライプ1 


ストライプ2 



ストライプ3 


ストライプ4 



ストライプ5 


ストライプ6 



ストライプ2 


ストライプ4 


ストライプ6 


▲ 


RAID 1 - 


本 


RAID 0 


LSI Embedded MegaRAID ™ 使用時の注意事項 

LSI Embedded MegaRAID ™ をご使用の場合、増設用 2 TB 以上のハードディスクでの 
RAID 10はサポートしていません。 

LSI Embedded MegaRAD TM ORAID10Ttt、 論理ドライブ(パーチャルディスク)のサイズを 
指定することができないため、増設用 2TB 以上のハードディスクをご使用の場合、論理ドライ 
ブのサイズが約 4TB 以上となります。 

しかし、〇 S をインストールする論理ドライブは、〇 S の制限により 2TB までしか使用できない 
ため、 LSI Embedded MegaRAID™ をご使用の場合、増設用 2TB 以上のハードディスクでの 
RADIO はサポートしていません。 

なお、増設用 2TB 以上のハードディスクをご使用になり、 EXPRESSBUILDER を使用したシー 
ムレスセットアップで LSI Embedded MegaRAID™ の RADIO を構築しようとした場合、以 
下の画面が表示され、シームレスセットアップは終了します。 
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オンポードの RA 旧コント ロー ラのコンフイグレーシヨン 


本体装置のオンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAD™) を使用して、内蔵 
のハードディスクドライブを RAID システムとして使用する方法について説明します。 

八ードディスクドライブの取り付け 

本体に構築したい RAID レベルの最小必要台数以上のハードディスクドライブを取り付けてく 
ださい。取り付け手順については、 「N8154-34 3.5 型 Fixed ディスクケージ搭載の場合」（201 
ページ）、 「N8154-24 2.5 型ディスクケージ搭載の場合」 （206 ページ）、 rN8154-27 3.5 
型ディスクケージ搭載の場合」 （209 ページ）を参照してください。 


«"〇 取り付ける八ードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してくださ 
しヽ。また、 RAID 1を構築する場合は、同じ容量のハードディスクドライブを 
使用することをお勧めします。 


RAID システムの有効化 

取り付けたハードディスクドライブは、単一のハードディスクドライブか、 RAID システムの 
ハードディスクドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID システムとして使用するためには、マザーボードの設定を変更してください。 



BT 〇で RAID システムを構築した状態で出荷されている場合は、 RAID システム 
が有効に設定されています。 


警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

自分で分解 • 修理 • 改造はしない 
リチウムバッテリを取り外さない 
プラグを差し込んだまま取り扱わない 
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A 注意 


AA 

A A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 




指を挟まない 

ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 
複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


1 . 195ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 196ページを参照してレフトサイドカバーを取り外す。 

3. ジャンノ（スイッチの位置を確認する。 

4. ジャンノ（スイッチの設定を変更する。 



5. 取り外したレフトサイドカバーを取り付ける。 
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ジャンパの設定を変更した6、 BIOS SETUP ユーティリティで内蔵ハードディスクドライブ 
を RAID システムのハードディスクドライブとして認識させます。 

「Advanced」 メニューの— 「Peripheral Configuration」—「SATA RAID」 が 「Enabled」 に 
なっていることを確認してください （「SATARAD」 は 「Set Up Menu」 から変更できませ 
ん〇出荷時の設定は 「Disabled」 です）。 

詳しくは「システム BIOS のセットアップ （SETUP)」（265 ページ）を参照してください。 


設定を変更したら、 LSI Software RAID Configuration Utility で RAID システムを構築します0 



添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する「シー厶レスセットアップ」を 
使うと自動で RAID システムを構築します。また、インストールするオペレー 
ティングシステムが Windows オペレーティングシステムの場合は、オペレー 
ティングシステムのインストールまで切れ目なく自動で行うことができます。 
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RAID システム管理ユーテイリテイの起動と終了 

オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embedded MegaRAID ™) の管理ユーテイリテイは、 LSI 
Software RAID Configuration Utility です 0 


hai このコンフィグレーシヨンューティリティは本装置でサボートしている 
] r 0 R ESMPRO / ServerManager のリモートコンソール機能では動作しません。 

ユーティリティの起動 

1. 本体装置の電源投入後、次に示す画面が表示された時に、 < Esc > キーを押す。 

POST の画面が表示されます。 


NEC 


Press <F2> to enter betup or Press <F1 Z> to Network 


2. POST 画面で、以下の表示を確認したら、く Ctrl >+< M > キーを押す。 


LSI Mega RAID Software RAID BIOS Version A.O 9.07211059 R 

LSI SATA RAID Found at PCI Bus No:xx Dev No:xx 

Device present at port x xxxxxxxx xxxMB 

Press Ctrl-M on Enter to run LSI Software RAID Setup Utility. 


ユーティリティが起動し、以下に示す TOP メニューを表示します。 


LSI Software RAID Configuration Utility Ver xxx BIOS Version xxx 


— Management Menu 
Configure 
Initialize 
Objects 
Rebuild 

Check Consistency 


Configure VD(s) 


Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option 


以降の操作については、「メニューツリー」 （309 ページ）と「操作手順」 （310 ベー 
ジ）を参考に操作および各種設定をしてください。 
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ユーテイリテイの終了 

ユーテイリテイの TOP メニューで < Esc > キーを押します。 
確認のメッセージが表示されたら 「 Yes 」 を選択してください。 


Please Press <Ctrl> <Alt> <Del> to REBOOT the system. 


上に示すメッセージが表示されたら、 < Ct 「 l 〉+ く Alt 〉+< Del > キーを押します。再起動します。 


メニューツリー 

◊:選択•実行パラメータ•：設定パラメータ • :情報表示 
♦:バーチャルドライブ生成後設定（変更）可能 


メニュー 

説明 

OConfigure 

Configuration 設定を行う 

OEasy Configuration 

Configuration の設定(固定値使用） 

ONew Connguration 

Configuration の新規設定 

OView/Add Configuration 

Configuration の追加設定、表示 

OClear Configuration 

Configuration のクリア 

◊Select Boot Drive 

起動するバーチャルドライプを選択する 

◊Initialize 

バーチャルドライプ初期化 

◊Objects 

各種設定 

◊Adapter 

RAID コント□—ラ設定 

◊Sel. Adapter 

アタ'プタの選択 

•Rebuild Rate 

30 

•Chk Const Rate 

30 

•FGI Rate 

30 

•BGI Rate 

30 

•Disk WC 

Off 

•Read Ahead 

On 

•Bios State 

Enable 

•Cont on Error 

Yes 

•Fast 1 nit 

Enable 

•Auto Rebuild 

On 

•Auto Resume 

Enable 

•Disk Coercion 

1GB 

•Factory Default 

デフォルト値に設定 

◊Virtual Drive 

バーチャルドライブ操作 

◊Virtual Drives 

バーチャルドライプの選択(複数ロジカルドライプが存在） 

◊Initialize 

バーチャルドライプの初期化 

OCheck Consistency 

バーチャルドライプの冗長性チエック 

OView/Update Parameters 

バーチャルドライプ情報表示 

- RAID 

RAID レベルの表示 

• SIZE 

バーチャルドライプの容量表示 

• Stripe SIZE 

ストライプサイズの表示 
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メニュー 

説明 

• #Stripes 

バーチャルドライブを構成しているハードディスクドライブ 
数を表示 

• State 

バーチャルドライブの状態表示 

• Spans 

スパンの設定状態表示 

• Disk WC 

ライトキャッシュの設定表示 

Off : Write Through On : Write Back 

• Read Ahead 

リードアへッドの設定表示 

◊Physical Drive 

物理ドライプの操作 

◊Physical Drive Selection Menu 

物理ドライブの選択 

◊Make HotSpare 

オートリビルド用ホットスペアディスウに設定 

OForce Online 

ディスクを強制的にオンラインにする 

◊Change Drv State 

ディスクを強制的にオフラインにする 

◊Drive Properties 

ハードディスクドライプ情報の表示 

• Device Type 

デバイス種類 

• Capacity 

容量 

• Product ID 

型番 

• Revision No. 

レビジョン 

◊Rebuild 

リビルド実行 

OCheck Consistency 

パーチャルドライブの冗長性チェック 


操作手順 

Configuration の新規作成/追加作成 



ユーテイリテイを起動する。 
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2. TOP メニユ ー （Management Menu ) より、 「 Configure」-►「New 

Configuration 」 を選択する。追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 
を選択する。 


• 「New Configuration 」 で Configuration を作成の場合、既存のコン 
フィ グレー シヨ ン情報がクリアされます。既存のコン フィ グレー シ ヨン 
情報に追加作成の場合は、 rview/add Configuration 」 を選択してく 
ださい。 

• 「Easy Configuration 」 では RAID 1 のスパンの作成、バーチャルドライ 
ブ容量の設定ができません 。 「New Configuration 」 か 「 View/Add 
Configuration 」 で作成してください。 


3. 確認のメッセージ ( Proceed ?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

SCAN DEVICE が開始され(画面下にスキャンの情報が表示されます)、終了すると、 
「New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 」画面が表示されます。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



4. 力ーソルキーでパックしたいハードディスクドライブに力ーソルを合わせ、スぺ一 
スキーを押す。 


ハードディスクドライブが選択されます（選択ハードディスクドライブの表示が 
「 READY 」 から 「 ONLIN 」 になります）。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



5. く FI ◦> キーを押して 、 Select Configurable Array ⑻を設定する。 
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6. スペースキーを 押す。 

SPAN - 1が設定されます。 

Select Configurable Array(s) 

— A-0 — 

SPAN-1 


7. < F 10> キーを押してノ（ーチャルドライブの作成を行う。 

「Virtual Drives Configure 」 画面が表示されます。（下図は、ハードディスクドライ 
ブ2台、 RAID 1 を例にしています） 

- Virtual Drives Configured - 

LD RAID Size #Stripes StrpSz Status 

0 1 xxxMB 2 64KB ONLINE 


- Virtual Drive 。 - 

RAID =1 
Size = xxxxMB 
DWC = On 
RA = On 
Accept 
Span = NO 

8. 力ーソルキーで 「 RAID 」、「 Size 」、「 DWC 」、「 RA 」、「 Span 」 を選択し、 
く Enter > キーで確定させ、各種を設定する。 

(1)「 RAID 」 ： RAID レベルの設定を行います。 


パラメータ 

備考 

〇 

RAID 〇 

1 

RAID1 

10 

RAID 1のストライビング 


パックを組んだ HDD の数によって選択可能な RAID レベルが変わります。 

(2)「 Size 」 ：バーチヤルドライブのサイズを指定します。オンボードの RAID コン 
トローラは最大8個のパーチヤルドライブが作成できます。 
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(3)「 DWC」 ： Disk Write Cache の設定を行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

ライト スルー 

On* 1 

ライトバック 


* 1 推奨設定 

本装置では性能を考慮し推奨設定を 「 On 」 としており 
ます。突然の電源断で キャッシュ データを消失する場合 
がありますのでご注意ください。なお 「 Off 」 へ変更し 
た場合は性能がおよそ 50% 以下に低下します。 

(4) fRAJ : Read Ahead の設定を行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

先読みを行わない 

On 

先読みを行う 


(5) fSpanJ : Span 設定を行います 0 


パラメータ 

備考 

SPAN=N0 

Span 設定を行わない 

SPAN=YES 

Span 設定を行う 


SPAN 実行時は、パックを組む時に図の様に2組以上の同ーパックを作成しま 
す0 


SPAN 


RAID 1 の SPAN の場合 



9. すべての設定が完了したら、 「 Accept 」 を選択して、く Enter > キーを押す。 

パーチヤルドライブが生成され 、 「Virtual Drive Configured 」 画面にパーチヤルド 
ライブが表示されます。 


10. パーチャルドライブを生成したら、く Esc > キーを押して画面を抜け 、 「Save 
Configuration ?] 画面まで戻り、 「 Yes 」 を選択する 0 

〇 3 加 9^^:1 〇门がセーブされます。 

11 . Configuration のセーブ完了メッセージが表示されたら、く Esc > キーで TOP メ 
ニュー画面まで戻る。 

12. TOP メニュー画面より 「 Objects」-►「Virtual Drive 」-►「 View/Update 
Parameters 」 を選択してバーチャルドライブの情報を確認する 0 

13. TOP メニュー画面より 「 Initialize 」 を選択する。 

14. 「Virtual Drives 」 の画面が表示されたら、イニシャライズを行うバーチャルドラ 
イブに力ーソルを合わせ、スペースキーを押す。 

バーチャルドライブが選択されます。 








































314 RAID システムのコンフイグレーシヨン 


15. パーチャルドライブを選択したら、く F 10> キーを押して Initialize を行う。 

実行確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択すると Initialize が実行されます。 

「Initialize Virtual Drive Progress 」 画面のメータ表示が10096になった6 、 Initialize 
は完了です。 

16. Initialize を実施済みのバーチャルドライブに対して、整合性チェックを行う。 
詳細な実行方法は「整合性チェック」 （316 ページ）を参照してください。 

17. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 

コンフィグレーションの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
ください。 


マニュアルリビルド 



1 . 八ードディスクドライブを交換し、装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Rebuild 」 を選択する。 

「 Rebuild-PHYSICAL DRIVES SELECTI 〇 N MENU 」 画面が、表示されます。 


Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 
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4. 「 FAIL 」 になっている HDD に力ーソルを合わせ、スペースキーで選択する。 

ハードディスクドライブが選択されると、 “ FAIL ” の表示が反転します。 

5. ハードディスクドライブの選択が完了したら、く F 10>キーを押してリビルドを実 
行する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

リビルドがスタートします。 

「Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面のメータ表示が10096になった 6 リビ 
ルド完了です。 

7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 


ホットスペアの設定 



1. ホットスペア用の八ードディスクドライブを実装し、本体装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Objects」—「Physical Drive 」 を選択する 0 

rObjectsts - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 
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4. ホットスペアに設定するハードディスクドライブに力ーソルを合わせて、く Enter > 
キーを押す。 

5. 「Port # XJ の画面が表示されるので 、 「Make HotSpare 」 を選択する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

ハードディスクドライブの表示が、 rHOTSPJ に変更されます。 

7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



• ホットスペアの設定を取り消すには、 「Objects」—「PhysicalDrive」 

I チェック I — 「Port#X」—「Change Drv State」 を選択します。 

• ホットスペア用ハードディスクドライブが複数(同一容量)ある場合は、 
CH 番号/ ID 番号が小さい八ードディスクドライブがら順にリビルドが実 
施されます。 


整合性チヱック 



1 . ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニューより 、 「Check Consistency 」 を選択する 0 

「Virtual Drives 」 の画面が表示されます。 

3. 整合性チェックを行う バーチャル ドライブに力ーソルを合わせ、スペースキーを押 
す。 

バーチャルドライブが選択されます。 
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4. バーチャルドライブを選択したら、く F 10> キーを押して、整合性チェックを行う。 

5. 確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

整合性チェックが実行されます。 

rCC Under Progress 」 画面のメータ表示が10096になった6、整合性チェックは完 
了です。 

6. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリテイを終了する。 


pi 


コンフィグレーションの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
ください。 


その他 

(1 )Clear Configuration 

コンフィグレーション情報のクリアを行います。 TOP メニューより、 「 Configure 」— 
「Clear Configuration 」 を選択します 。 「Clear Configuration 」 を実行すると、 RAID コン 
トローラ、ハードディスクドライブのコンフィグレーション情報がクリアされます。 
「Clear Configuration 」 を実行すると、 RAD コント□—ラのすべてのチヤネルのコンフィ 
グレーシヨン情報がクリアされます。 




• RAID コントローラとハードディスクドライプのコンフィグレーション 
情報が異なる場合、 （ RAID コントローラ不具合による交換時以外 ) RAID 
コント □ ーラのコンフィグレーション情報を選んだ場合、コンフィグ 
レーションが正常に行えません。その場合には 、 「Clear Configuration 」 
を実施して、再度コンフィグレーションを作成してください。 

• バーチヤルドライブ単位の削除は、このユーティリティではできませ 
ん 。 Universal RAID Utility を使用してください。 


(2) Force Online 

Fail 状態のハードディスクドライブをオンラインにすることができます。 TOP メニューよ 
り、 「 Objects」—「Physical Drive 」— ハードディスクドライブ選択 —「 ForceOnline 」 

(3) Rebuild Rate 

Rebuild Rate を設定します。 

TOP メニューより、 「 Objects 」—「 Adapter 」—「 s e |. Adapter」—「Rebuild Rate 」 を選択。 
0%〜100%の範囲で設定可能。デフオルト値(設定推奨値)3096。 


(4) 八ードディスクドライブ情報 

ハードディスクドライブの情報を確認できます。 

TOP メニューより、 「 Objects」—「Physical Drive 」 
「Drive Properties 」 を選択。 


づ\ー ドディスクドライブ選択- 
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LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility 

オペレーティングシステム起動後 、 LSI Embedded MegaRAD TM のコンフィグレーシヨン、 
および、管理、監視を行うユーティリティとして Universal RAID Utility があります。 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき 
点について説明します。 


用語の差分について 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility は、使用する用語が異なり 
ます。以下の表をもとに読み替えてください。 


LSI Software RAID Configuration Utility 
の用語 

Universal RAID Utility の用語 

RAID ビューア 

raidcmd 

Adapter 

RAD コント□ーラ 

RAID Controller 

Virtual Disk 

論理ドライプ 

Logical Drive 

Array 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デバイス 

Physical Device 



raidcmd は Universal RAID Utility が提供するコマンドです。詳細については 
Universal RAID Utility Ver 2.3 ユーザーズガイドを参照してください。 


管理番号の差分について 

RAID コント ローラの各情報の番号は 、 LSI Software RAID Configuration Utility と Universal 
RAID Utility では表示が異なります。以下の表を参照してください。詳細については Universal 
RAID Utility Ve 「2.3 ユーザーズガイドを参照してください。 


項目 

管理番号 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 

Universal RAID Utility 

Adapter (RAID コント□ーラ） 

〇から始まる数字 

1から始まる数字 

Virtual Drive (論理ドライブ） 

〇から始まる数字 

1から始まる数字 

Array (ディスクアレイ） 

〇から始まる数字 

1から始まる数字 

Physical Drive (物理デバイス） 

〇から始まる数字 

1から始まる数字 
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バックグランドタスクの優先度 ( Rate ) の設定値の差分について 

LSI Software RAID Configuration Utility では、バックグランドタスク（リビルド、パト□— 
J レリード、整合性チェック）の優先度を数値で設定、表示しますが 、 Universal RAID Utility 
は、高、中、低の3つのレベルで設定、表示します。以下の対応表を参照してください。優先 
度とは RAID コントローラが処理中のプロセスに対してバックグランドタスクの処理が占める 
割合を示したものです。 


LSI Software RAID Configuration Utility の設定値と Universal RAID Utility で表示される値の対応表 


項目 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 
の設定値 （％) 

Universal RAID Utility 
で表示される値 


15〜100 

高 (High) 

リビルド優先度 

8〜14 

中 (Middle) 


〇〜 7 

低 (Low) 


15〜100 

高 (High) 

パトロールリード優先度 

8〜14 

中 (Middle) 


〇〜 7 

低 (Low) 


15 〜 1 〇〇 

高 (High) 

整合性チェック優先度 

8〜14 

中 (Middle) 


〇〜 7 

低 (Low) 


Universal RAID Utility の設定値と LSI Software RAID Configuration Utility で表示される値の対応表 


項目 

Universal RAID Utility 
選択レベル 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 
の設定値 （％) 


高 (High) 

20 

リビルド優先度 

中 (Middle) 

10 


低 (Low) 

5 


高 (High) 

20 

パトロールリード優先度 

中 (Middle) 

10 


低 (Low) 

5 


高 (High) 

20 

整合性チェック優先度 

中 (Middle) 

10 


低 (Low) 

5 



• LSI Software RAID Configuration Utility では、バックグラウンドイニシャ 
ライズの優先度が設定できますが、 Universal RAID Utility では設定でき 
ません。 

• Universal RAID Utility は、初期化処理（フルイニシャライズ）の優先度 
が設定できますが、本製品では未サボートのため設定できません。 
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